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中
道
の
意
義

西
洋
哲
学
で
は
「
コ
ベ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
」
に
よ
っ
て
古
代
・
中
世
以
来
の
哲
学
に
大
革
命
を
与
え
た
の
は
カ
ン
ト

で
あ
る
が
、

。
・
問
自
民
)

ま
ず
大
哲
カ
ン
ト
の
い
う
「
批
判
哲
学
」
に
お
け
る
「
批
判
の
真
の
中
道
」
(
常
門
委
m
r
B
宮
宮
巳
毛
布

L
2
同
丘
三
。
に

つ
い
て
説
き
、

「
批
判
の
真
の
中
道
」
と
は
、
法
廷
に
お
け
る
両
極
端
に
立
つ
原
告
と
被
告
と
の
そ

そ
の
意
義
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、

の
対
決
の
日
常
性
の
地
平
の
問
を
遥
か
高
く
、

そ
の
中
核
に
超
え
た
中
極

(
E
g。
芯
∞
)

(
頂
、
極
共
同
。
百
回
)
の
道
で
あ
り
、
そ
の
中
極

認識の真理性

の
「
道
」

1
1
(そ
の
意
味
は
多
義
で
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
の
重
要
な
「
道
」
の
意
味
を
示
せ
ば
、
①
場
、
拠
所
、
立
場
②
道
程
、
方

途
、
方
法
⑨
規
範
、
根
拠
、
軌
道
、
原
理
、

な
お
(
道
諦
、
道
法
、
道
理
、

理
法
、
真
理

E
C・)
の
意
味
が
見
出
さ
れ
る
。

ま
た
「
依

の
語
が
窺
わ
れ
る
。
)
|
|
に
立
っ
て
、

行
、
行
道
、
修
道
、
成
道
、

聖
道
」

誠
実
に
し
て
真
撃
な
判
決
を
下
す
公
明
正
大
な
る
裁
判

官
の
ご
と
く
、

「
独
断
論
と
懐
疑
論
」

(
ま
た
は
「
実
体
・
形
市
上
学
と
蓋
然
的
経
験
論
」
)
と
の
対
決
す
る
両
極
端
の
対
立
・
対
抗

1 



を
正
当
に
超
え
た
真
正
の
中
道
で
あ
る
。

カ
ン
ト
は
こ
の
こ
と
を
説
い
て
言
う
。

2 

「
理
性
批
判
は
ヒ
ュ

l
ム
(
ロ
-
Eロ
目
。
)
が
攻
撃
し
た
独
断
論
と
ヒ
ュ

i
ム
が
独
断
論
に
対
し
て
唱
導
し
た
懐
疑
論
と
の
聞
の
真
の

中
道
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
道
と
い
っ
て
も
、

い
わ
ば
、

わ
れ
わ
れ
が
機
械
的
に
(
い
く
ら
か
を
一
方
か
ら
と
り
、

-j

・
‘
，
、
.

ま
大
し
ノ
¥

ら
か
を
他
方
か
ら
と
っ
て
)
、

勝
手
に
定
め
る
だ
け
で
、

そ
れ
に
よ
っ
て
何
人
も
い
っ
そ
う
好
ま
し
い
道
を
教
え
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

わ
れ
わ
れ
が
原
理
に
従
っ
て
厳
密
に
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
」

通
例
の
中
道
の
ご
と
き
も
の
で
は
な
く
し
て
、

一
体
、
批
判
(
同
ユ
包
む
と
は
、
両
極
端
に
対
立
し
、

双
方
共
に
誤
れ
る
事
態
(
例
え
ば
、
学
説
、
思
想
、

主
義
、
事
象
、
人
間
生

活
、
現
象
体
〉

に
対
し
て
、

そ
の
対
決
す
る
両
極
の
単
な
る
地
平
(
出
。
巳
N
S
C
の
聞
を
垂
直
に

(
5
3
停
止
)
合
(
今
、

こ
こ
に
)

に
超
え
る
高
次
元
を
な
す
中
極
(
頂
極
〉

(
B
g♀
ga長
円
。
芯
ω
〉
に
あ
っ
て
、

日
常
凡
庸
の
在
り
方
を
な
す
表
象
界
の
地
平
に
両
極
を
な

す
誤
道
に
対
し
て
、
垂
直
的
に
、
超
日
常
的
な
真
実
界
の
正
道
へ
と
超
え
る
高
次
元
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
極
(
頂
極
長
門
。
芯
ω
〉

は
、
誤
道
の
そ
の
両
極
に
対
し
て
公
明
正
大
な
る
批
判
と
そ
の
判
決
を
下
す
。

し
た
が
っ
て
批
判
は
、

「
自
由
」
を
原
理
と
す
る
純
粋

理
性
の
発
動
で
あ
り
、
勝
義
の
純
粋
理
性
で
あ
る
「
純
粋
統
覚
」

の
有
す
る
「
自
由
の
原
理
に
基
づ
く
超
越
性
」

の
構
造
を
本
質
と
す

る
。
ま
た
、

そ
の
批
判
は
真
理
へ
の
価
値
判
断
を
行
い
、
同
時
に
、
誤
認
へ
の
反
価
値
判
断
と
の
働
き
に
お
い
て
、
認
識
の
真
偽
を
判

定
す
る
。
批
判
の
自
由
に
は
、

か
か
る
真
偽
(
道
徳
で
は
善
悪
、
宗
教
で
は
聖
俗
)
に
価
値
判
断
を
行
い
、
裁
決
を
下
す
真
正
の
自
由

が
宿
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
批
判
は
、

一
方
で
は
、
対
立
す
る
両
極
の
誤
謬
を
破
り
、
他
方
で
は
中
極
の
真
理
を
顕
わ
に
し
、
相
互
に
双
方
が
照
一
不
し

て
真
偽
を
確
立
す
る
。
す
な
わ
ち
、
批
判
は
、

「
破
邪
・
顕
正
」

(
『
三
論
玄
義
』
)
の
思
慮
あ
り
、
賢
明
な
る
自
由
意
志
(
理
性
的
意

志
〉
の
価
値
判
断
を
必
要
と
す
る
。
批
判
は
「
破
邪
」

の
占
小
で
は
、

真
正
な
る
理
性
に
対
立
し
反
抗
す
る
不
正
な
る
誤
れ
る
他
者
を
裁

き
、
そ
の
誤
謬
を
露
呈
し
打
破
す
る
と
こ
ろ
の
、

「
他
者
批
判
し
と
し
て
働
く
と
「
同
時
に
」
(

N

己
包
巳
の
ご
、
「
顕
正
」
の
点
で
は
、
真



豆
な
る
理
性
自
身
は
自
己
の
真
理
性
を
他
者
の
破
邪
を
介
し
、
そ
の
邦
見
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
示
し
、

そ
の
可
能
性
の
条
件

を
提
示
し
、
そ
の
認
識
構
造
を
批
判
し
、
解
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
純
粋
理
性
の
「
自
己
批
判
」
が
働
く
。

か
く
し
て
「
破

邪
・
顕
正
」
を
決
断
し
、
自
由
を
原
理
と
す
る
理
性
(
純
粋
統
覚
)
の
批
判
は
、
「
他
者
批
判
」
に
し
て
、
同
時
に
(

N

ロ
尚
一
巳
の
ご
「
自
己

批
判
」
と
し
て
成
立
す
る
。
し
か
も
破
邪
の
た
め
の
「
他
者
批
判
」
は
、

そ
の
誤
謬
の
露
呈
の
た
め
に
は
、
真
理
を
基
準
と
し
、
純
粋

理
性
は
そ
れ
を
照
示
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、

と
同
時
に
、
真
理
の
開
示
の
た
め
に
も
、

「
自
己
批
判
」
は
真
理
に
叛
く
誤
謬
が
明
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
、
条
件
と
す
る
。
こ
こ
に
、
批
判
は
「
他
者
批
判
と
自
己
批
判
」

(
誤
謬
論
と
真
理
論
〉

(
前
者
は
否
定
的
批
判
、
後

者
は
肯
定
的
批
判
に
基
づ
く
)
と
が
相
互
に
照
示
し
あ
い
、
相
互
に
補
充
し
あ
い
、
相
互
に
依
存
し
あ
い
、
両
者
の
相
互
限
定
的
相
関

関
係
が
、
批
判
を
断
行
す
る
た
め
の
不
可
欠
的
制
約
と
し
て
存
立
す
る
。

か
く
し
て
、
批
判
は
真
正
な
る
自
由
の
原
理
の
も
と
に
、

そ

の
超
越
性
に
お
い
て
「
自
己
批
判
か
ら
他
者
批
判
へ
」
、
同
時
に
「
他
者
批
判
か
ら
自
己
批
判
へ
L

と
相
互
に
超
越
し
、
同
時
に
相
互
に

限
定
し
あ
い
、
純
粋
理
性
の
「
自
由
|
超
越
性
」
の
根
源
的
構
造
に
お
い
て
、

「
自
己
批
判
〈
即
〉
他
者
批
判
」
と
し
て
成
立
す
る
。

か
か
る
「
自
己
批
判
〈
即
〉
他
者
批
判
」
あ
る
い
は
「
顕
正
〈
即
〉
破
邪
」
の
「
即
」
構
造
に
あ
る
批
判
の
本
質
構
造
は
、
中
道
顕

現
の
た
め
の
中
極
を
核
と
す
る
「
批
判
の
中
道
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
端
的
に
言
え
ば
、

「
批
判
の
中
道
」
は
、
相
対

立
す
る
両
極
を
な
す
誤
謬
の
「
否
定
的
批
判
」

(
顕
正
的
批
判
)

(
破
邪
的
批
判
)
と
、

そ
の
中
極
に
あ
る
真
理
の
「
肯
定
的
批
判
」

と
の
、
両
者
の
相
互
限
定
的
・
相
互
依
存
的
関
係
に
お
け
る
「
否
定
的
批
判
〈
即
〉
肯
定
的
批
判
」
と
し
て
の
「
即
」
中
道
に
見
出
さ

認識の真理1

れ
る
。こ

こ
に
、
批
判
哲
学
の
た
つ
「
批
判
の
中
道
」
を
、

「
空
性
の
原
理
」
に
基
づ
く
唯
識
論
の
中
心
軸
を
な
す
「
唯
識
・
中
道
」
と
の

対
照
に
お
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
意
義
深
い
。

L、
ま

こ
の
問
題
を
究
明
す
る
仕
方
を
示
せ
ば
、
仏
教
の
空
観
の
中
道
を
簡
潔
に
解
明

し
、
そ
れ
の
基
に
立
つ
唯
識
論
の
中
道
を
一
瞥
し
、

こ
の
仏
教
の
二
つ
の
中
道
と
の
対
比
に
お
い
て
、
仏
教
的
中
道
の
本

し
か
る
後
、

3 



源
と
神
髄
を
開
示
す
る
。
次
い
で
、

「
空
・
中
道
」
と
「
唯
識
・
中
道
」
と
の
対
応
に
お
い
て
、

こ
こ
に
「
批
判
・
中
道
」
と
仏
教
の

4 

原
本
的
な
中
道
と
の
神
髄
と
類
向
性
を
解
明
せ
ん
こ
と
が
願
わ
し
い
。

し
か
し
こ
の
小
論
で
は
、

そ
の
論
述
は
全
面
的
に
は
不
可
能
で

あ
る
点
を
考
え
、

こ
こ
で
は
、

「
空
・
中
道
」
と
「
唯
識
・
中
道
」
と
を
簡
潔
に
比
較
し
、

そ
こ
か
ら
「
批
判
・
中
道
」
を
論
究
し
、

か
つ
対
論
し
、

些
か
で
も
、
東
西
の
哲
学
に
お
け
る
両
者
の
相
違
と
類
似
を
見
出
し
、
若
干
の
批
判
を
加
え
て
お
き
た
い
。

な
お
、

上
述
で
は
、

「
批
判
の
中
道
」

の
意
義
を
示
し
た
が
、

こ
れ
に
対
応
し
て
、

「
空
・
中
道
」

の
要
点
を
一
瞥
し
て
、

そ
の
音
山

義
を
示
す
。

『
中
論
」
で
は
、

「
ナ

l
ガ

l
ル
ジ
ュ
ナ
」

(
Z仰
向
町
三
ロ
ロ
m
竜
樹
)

は
、
縁
起

Q
S長
官
，
E
E
E
Z
L
ω
)
に
つ
い
て
聞
い
、

こ
れ

を
分
離
せ
る
対
立
的
二
極
に
分
別
し
て
、
論
究
す
る
。
総
じ
て
い
え
ば
、
空
・
中
道
で
は
「
有
・
無
」

の
両
極
を
あ
げ
、
唯
識
・
中
道

で
は
識
の

「
見
分
と
相
分
」
(
あ
る
い
は
コ
ニ
性
と
一
二
無
性
」
)
の
両
極
を
立
て
る
。

そ
し
て
両
者
と
も
に
単
な
る
分
析
的
思
惟
の

「否

定
の
論
理
」
を
も
っ
て
、

「
有
と
無
」

(
r
E
S
E
m
r
r仰
ぐ
と
と
の
分
別
(
分
析
〉

に
よ
っ
て
、
分
離
し
、

対
立
せ
る
両
極
を
立
て
て
思

慮
し
比
較
し
評
価
し
て
批
判
を
下
し
て
考
察
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「
有
な
け
れ
ば
、

無
な
く
」

「
無
な
け
れ
ば
、
有
も
ま
た
無
し
」
と

い
っ
た
、
論
理
的
に
否
定
的
判
断
を
も
っ
て

「
空
・
中
道
」
を
説
か
ん
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「
非
有
・
非
無
」

の
空
・
中
道
の
論
究

で
あ
る
。

こ
こ
に
空
と
は
、

「
有
・
無
」

両
極
の
対
立
的
見
解
を
離
脱
せ
し
中
道
の
意
味
表
示
で
あ
り
、

空
は
有
無
二
辺
な
き
が
故

中
道
と
称
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

そ
れ
は
こ
の

「
有
・
無
」
対
立
か
ら
超
脱
せ
る
空
の
考
え
方
で
あ
る
。

そ
れ
は

「非
A
・
非
ロ
。
ロ

A
」
と
し
て
様
式
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
縁
起
に
関
し
て
、
何
も
の
も
不
滅
に
し
て
、
「
同
時
に
」
何

も
の
も
あ
ら
た
に
生
ず
る
こ
と
も
な
い
「
不
生
」

(
八
不
中
道
」

の
第
一
句
)
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
ご
と
く
、
事
物
は
有
と
み
な
し
、

ま
た
無
と
み
る
。
す
な
わ
ち
、

ま
た
無
と
み
な
す
こ
と
も
、
事
実
を
真
に
有
す
る
と
み
な
す
の
も
、
真
に
無

「
誤
っ
た
見
解
」

(
g白
骨
。
市
中
山
吉
品
含
)
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
」

「
事
物
を
有
と
み
な
し
、

と
み
な
す
の
も
、

と
も
に



要
す
る
に
、
空
観
で
は
、

こ
の
対
立
す
る
二
つ
の
極
端
の
見
解
を
思
慮
し
、
批
判
に
よ
っ
て
そ
の
対
立
矛
盾
と
誤
謬
を
否
定
し
拒
否

す
る
。
例
え
ば
、
縁
起
の
両
極
に
あ
っ
て
、

「
我
な
く
ば
、
法
な
し
」
と
い
い
、

ま
た
「
世
間
本
性
な
け
れ

「
法
な
く
ば
、
我
な
し
」

tま

如
来
本
性
な
し
L

世
間
本
性
な
し
」
と
い
う
が
、

両
者
は
同
じ
で
あ
っ
て
、

こ
の
両
極
の
批
判
と
否

「
如
来
本
性
な
け
れ
ば
、

定
に
よ
っ
て
自
性
な
き
空
を
な
す
の
で
あ
る
。

(
こ
こ
に
、
両
極
の
対
立
矛
盾
へ
の
否
定
的
論
理
と
否
定
的
判
断
に
は
、
批
判
と
判
決

が
働
く
こ
と
に
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
)
こ
の
よ
う
に

は
縁
起
を
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
中
論
』

批
判
し
田

慮
し

こ
の
誤
れ

る
有
・
無
両
極
の
否
定
と
、

そ
の
両
極
の
聞
を
垂
直
的
に
中
極
(
頂
極
)
に
超
え
る
、
自
性
な
き
空
の
本
質
を
示
す
。

こ
こ
に
、

縁

起
と
無
自
性
と
空
」
と
が
一
体
で
あ
る
と
解
く
。

そ
し
て
空
を
本
質
と
す
る
縁
起
の
性
は
、

有
無
二
辺
な
く
、

不
偏
中
正
な
る
中
道

(
Bえ
ru-mBm
胃
何
回
片
山
唱
え
)
で
あ
り
、
空
は
中
道
の
本
質
で
あ
り
、
中
核
で
あ
り
、
中
極
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
心
識
(
空
智
、

純
粋
理
性
)
の
思
慮
と
批
判
に
よ
る
「
空
・
中
道
」

の
確
立
で
あ
る
。

し
か
し
、

空
は
消
極
的
な
「
非
有
・
非
無
」
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

積
極
的
に
は
、

「
有
即
無
」

「
有
無
一
如
」

で
あ
っ

と
し
て

て
、
そ
れ
は
「
即
」

(
g
S
E
E
R
S
E
g
g
z
g
(
ω
)
)
構
造
を
も
っ
て
、
相
互
限
定
、
相
互
依
存
、
相
互
一
体
の
深
い
関
係
に
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
非
有
・
非
無
」
の
空
・
中
道
に
対
し
て
、

「
即
」
構
造
を
有
す
る
空
の
「
即
」
中
道
で
あ
る
。

し
て
み

れ
ば
、

空
は
単
に
否
定
的
論
理
に
基
づ
く
の
み
で
は
な
く
、

す
な
わ

両
極
の
肯
定
的
な
不
離
相
即
の

「
即
」
構
造
に
見
出
さ
れ
る
。

ち
、
空
は
「
非
有
・
非
無
L

の
消
極
的
面
と
、

「
即
」
に
あ
る
「
有
即
無
」

し
か
も
、
そ

の
積
極
的
面
と
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

認識の真理性

れ
が
両
面
一
如
に
し
て
、

真
の
空
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、

「
空
・
中
道
」
に
あ
っ
て
は
、
縁
起
に
お
け
る
両
極
否
定
の
否
定
的
論
理
と
否
定
的
批
判
は
消
極
的
立
場
に
あ
る
「
破

邪
の
中
道
」
で
あ
り
、
中
板
肯
定
の
肯
定
的
論
理
と
肯
定
的
批
判
は
積
極
的
立
場
に
立
つ
「
顕
正
の
中
道
」
で
あ
る
。

し
か
も
、

こ
の

「
空
・
中
道
」
に
は
、

「
批
判
」
と
思
慮
な
く
し
て
は
、
両
極
へ
の
否
定
的
批
判
も
、
中
極
へ
の
肯
定
的
批
判
も
可
能
で
な
く
、

し
た

5 



が
っ
て
「
空
・
中
道
」

の
根
底
に
は
、

こ
の
否
定
的
批
判
と
肯
定
的
批
判
と
の
「
対
立
と
統
合
」
と
の
「
即
」
構
造
を
な
す
「
批
判
の

6 

中
道
」
な
く
し
て
は
、

こ
の
空
・
中
道
は
可
能
で
は
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
唯
識
論
や
批
判
哲
学
で
は
、

「
即
」
構
造
(
カ
ン
ト
は
「
同
時
に
」

(
N
C
m
]
巳
岳
〉
の
語
を
用
い
て
、
こ
れ
を
表
わ
し
て

い
る
)
が
、

「非
A
・
非

gロ
A
」
の
様
式
よ
り
も
、
数
多
く
随
所
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
唯
識
論
で
は
、
識
の
本
質
構
造
と
し
て
、

例
え
ば
、

「
見
分
即
相
分
」

「
分
別
知
即
無
分
別
智
」

コ
ニ
性
即
三
無
性
」
に
は
、

こ
の

「
即
」
構
造
の
中
道
が
見
出
さ
れ
る
。
批
判

哲
学
で
は
、
唯
識
論
の
ア
l
ラ
ヤ
識
と
そ
の
本
質
で
あ
る

「
白
証
分
」

(
E召
己
主
)
(
自
己
反
省
、
自
己
直
観
、
自
覚
〉

に
該
当
す
る

根
源
識
と
し
て
、
先
験
的
統
覚
(
純
粋
自
覚
、
本
質
直
観
)
が
見
出
さ
れ
る
。

し
か
も
先
験
的
統
覚
に
基
づ
く
批
判
は
、
中
道
構
造
を

有
し
、

「
批
判
の
中
道
」
左
し
て
表
示
さ
れ
る
。
批
判
は
こ
の
中
道
に
あ
っ
て
「
立
場
・
方
法
・
原
理
」
を
有
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

極
め
て
学
的
な
究
明
を
行
う
。

そ
こ
に
先
天
的
意
識
と
原
理
、

そ
の
領
域
と
限
界
と
妥
当
性
、

そ
の
他
に
つ
い
て
詳
し
く
究
明
さ
れ

る
。
こ
の
点
で
は
、
仏
教
の
中
道
思
想
は
、

カ
ン
ト
の
「
批
判
の
中
道
L

か
ら
こ
の
学
的
究
明
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。
先

験
的
統
覚
は
、
既
述
の
ご
と
く
(
第
六
章
、
参
照
)
、

批
判
の
本
質
で
あ
り
、
根
源
で
あ
り
、

「
批
判
の
中
道
」

の
中
極
で
あ
り
、

中

核
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
験
的
統
覚
は
「
自
由
の
原
理
」
に
基
づ
き
、
批
判
の
「
超
越
性
の
構
造
」
に
お
い
て
、

「
自
己
批
判
〈
即
〉

他
者
批
判
」
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
こ
こ
に
「
批
判
の
中
道
」
は
、

「
空
・
中
道
」
と
の
類
向
性
に
あ
っ
て
、
両
者
の
本
質
構
造
と
関

係
が
問
題
と
な
る
。

(2) 

空
観
の
中
道

『
中
論
」
に
よ
れ
ば
、
現
象
界
(
事
実
界
〉
に
生
成
(
生
起
・
消
滅
、
有
・
無
、

そ
の
他
の
両
極
に
お
け
る
交
替
的
本
性
)
す
る
因

縁
法
(
縁
起
)
と
、
そ
の
す
べ
て
の
現
象
体
は
自
体
(
実
体
)
(
寄
与

E
S
)
で
は
な
く
、
無
自
性
で
あ
り
、

「
空
」
(
小
田
ロ
ユ
)
で
あ



り
、
因
果
法
則
に
な
り
た
つ
世
界
は
、

「
空
性
」

(
E
D
U
1
m
S
)
(
空
の
真
理
、
空
の
自
体
、
空
そ
の
も
の
)
の
原
理
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
、

「
否
定
の
論
理
」
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
う
る
も
の
と
な
る
。

こ
の
縁
起
の
世
界
の
解
明
は
、
真
理
の
開
示
で
あ
る
と

共
に
、

そ
の
開
示
さ
れ
た
真
理
の
光
に
お
い
て
、

「
生
死
無
常
、
罪
業
無
常
」
か
ら
の
解
脱
と
浬
繋
へ
の
道
の
教
示
で
も
あ
る
。

因
み
に
、
プ
ッ
ダ
は
一
人
の
学
生
に
よ
る
問
答
に
あ
っ
て
、

「
ど
の
よ
う
に
世
間
を
観
察
す
る
人
を
、
死
王
は
見
る
こ
と
が
な
い
の

で
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、

自
己
に
固
執
す
る
見
解
を
う
ち
破
っ
て
〈
世
界
を
空
な
り
と
観
ぜ

こ
の
よ
う
に
世
界
を
観
ず
る
人
を
死
王
は
見
る
こ
と
が
な
い
。
」
と
答

「
つ
ね
に
よ
く
気
を
つ
け
、

よ
。
〉
そ
う
す
れ
ば
、
死
を
わ
た
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

え
て
い
る
。

(
仏
教
、
と
く
に
『
中
論
』
で
は
、

「
生
・
死
」

「
有
・
無
」

「
世
間
・
如
来
」

は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
そ
の
用
い
る

否
定
の
論
理
に
よ
っ
て
空
を
徹
見
す
る
こ
と
を
、
総
括
的
に
示
す
立
場
に
立
っ
て
、
縁
起
の
本
質
は
空
・
中
道
で
あ
る
こ
と
を
、

ー「

J¥ 

不
中
道
」
と
し
て
示
し
て
い
る
。
〉

『
中
論
』
の
巻
頭
に
あ
っ
て
は
、

『
八
不
中
道
』
の
要
点
が
八
個
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

「
不
生
亦
不
滅
、

不
常
亦
不
断
、

不
来
亦
不
去
。
普
く
是
の
因
縁
を
説
き
、

不
一
亦
不
具
、

す
、
仏
を
諸
説
中
第
一
と
。
L

(

旧
訳
)

普
く
諸
の
戯
論
を
減
す
。
我
稽
首
し
礼

「
〔
宇
宙
に
お
い
て
は
〕
何
も
の
も
消
滅
す
る
こ
と
な
く
(
不
滅
)
、

何
も
の
も
あ
ら
た
に
生
ず
る
こ
と
な
く
(
不
生
)
、

何
も
の
も

認識の真理性

終
末
あ
る
こ
と
な
く
(
不
断
)
、
何
も
の
も
常
恒
で
あ
る
こ
と
な
く
(
不
常
)
、
何
も
の
も
そ
れ
自
身
と
同
一
で
あ
る
こ
と
な
く
(
不

一
〉
、
何
も
の
も
そ
れ
自
身
に
お
い
て
分
か
た
れ
た
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
な
く
(
不
異
)
、
何
も
の
も
〔
わ
れ
ら
に
向
か
っ
て
〕

来
る
こ
と
も
な
く
(
不
来
)
、

〔
わ
れ
ら
か
ら
〕
去
る
こ
と
も
な
い
(
不
去
)
、
戯
論
(
形
而
上
学
的
論
議
)
の
消
滅
と
い
う
め
で
た

い
縁
起
の
こ
と
わ
り
を
説
き
た
も
う
た
仏
を
、
も
ろ
も
ろ
の
説
法
者
の
う
ち
で
の
最
も
勝
れ
た
仏
と
し
て
敬
礼
す
る
。
」

(
新
訳
〉

7 



ま
た
次
の
句
も
「
縁
起
|
空
|
中
道
」

「
衆
因
縁
生
の
説
は
、
我
れ
即
ち
是
れ
を
無
〔
空
〕
な
り
と
説
く
。
亦

8 

に
つ
い
て
い
う
。

是
れ
仮
名
と
為
す
。
亦
は
是
れ
中
道
の
義
な
り
。
」

(
旧
訳
)

(
天
台
宗
で
は
、

こ
れ
を
「
三
諦
円
融
」
と
い
う
。
)

「
ど
ん
な
縁
起
で
も
、
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
空
と
説
く
、

道
で
あ
る
。
L

そ
れ
は
仮
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
(
空
)
は
す
な
わ
ち
中

(
新
訳
〉

(
「
八
不
」

の
「
不
生
亦
不
滅
」

の
反
対
は
生
滅
で
あ
る
。

し
か
も
ご
具
、
断
常
、
去
来
」

は
真
理
の
一
面
で
あ
っ
て
、

全
体
で

は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
仮
相
を
迷
っ
て
真
理
と
誤
認
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
)

(
「
八
不
」

の
一
々
に
つ
い
て
は
説
明
し
論
究

す
る
こ
と
を
省
略
す
る
。
)

一
切
縁
起
法
の
類
例
的
な
仕
方
で
あ
げ
ら
れ
た
「
八
不
中
道
」

は
、
単
な
る
範
例
で
あ
っ
て
、
分
別
両
極
と
否
定
的
論
理
を
も
っ
て

空
の
本
質
を
示
さ
ん
と
し
て
い
る
。
要
約
す
れ
ば
、

一
切
の
縁
起
の
世
界
で
は
、

そ
の
八
仮
名
は
、
空
間
・
時
間
、
因
果
性
、
連
続
・

不
連
続
、
自
同
・
異
他
、
終
始
動
性
の
原
理
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
両
極
端
の
否
定
的
論
理
を
も
っ
て
論
究
す
れ
ば
、

こ
の
八
つ
の
仮

相
の
否
定
態
に

「
八
不
中
道
」
、

す
な
わ
ち
「
非
八
仮
相
・
非
八
不
仮
相
」

の
空
・
中
道
が
究
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
『
中
論
』

に
基
づ
い
て
、

「
天
台
宗
」
で
は
「
三
諦
円
融
」
が
説
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
諸
法
は
、
自
性
(
実
体
寄
与

re

な
く
空
で
あ
る
(
空
諦
〉
。

し
か
し
ひ
と
は
空
と
い
う
特
殊
な
原
理
を
考
え
て
執
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
空
は
仮
名
で
あ
る
。

た
と
え
、

空
を
仮
名
と
す
る
も
、
対
象
化
し
実
体
と
し
て
は
な
ら
な
い
(
仮
諦
)
。

こ
の
仮
名
は
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
仮
名
(
有
)

に
対
立
す
る
空
(
無
〉
は
ま
た
否
定
さ
れ
空
却
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
真
実
体
は
「
非
有
・
非
無
」

の
中
道
に
成
立
す
る
(
中

「
三
諦
円
融
」
と
な
っ
て
現
成
す
る
と
論
究
さ
れ
る
。

諦
)
。
天
台
で
は
、

か
か
る
「
三
諦
中
道
」

に
真
実
体
(
諸
法
実
相
)
は
、

一体、

「
中
道
」
(
自
包
r吉
田
山
買
m

淳
一
切
包
)
と
は
、
空
と
仮
と
の
二
辺
の
対
立
を
離
れ
、

「
有
と
無
」
と
の
両
極
端
を
超
え
、

し



か
も
両
極
端
の
間
の
只
中
に
現
行
す
る
と
こ
ろ
の
不
偏
に
し
て
中
正
な
る
根
本
原
理
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
縁
起
体
の
本
性
は
「
八
不

中
道
」
で
あ
れ
、

(
一
二
諦
)

更
に
い
え

ば
、
空
は
縁
起
に
あ
っ
て
二
分
さ
れ
、

二
極
の
只
中
(
中
間
で
は
な
く
、

真
実
体
で
あ
る
こ
と
が
開
覚
さ
れ
る
。

「
頂
極
」

(
m
r
o
件。ω
)

あ
る
い
は
「
中
極
」

(
B
2
0芯
ω

)

を

「
空
・
仮
・
中
」

で
あ
れ
、

空
・
中
道
に
あ
っ
て
、

い
う
)
の
中
道
を
い
う
。
す
な
わ
ち
「
有
と
無
」

不
偏
不
党
に
し
て
公
明
正
大
な
る
道
(
確
実
精
密

「
常
と
断
」

の
両
極
端
を
離
れ
、

な
る
道
理
、
真
理
、
規
範
、
規
則
、
道
諦
な
ど
)
を
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
中
道
は
空
を
本
質
と
し
、
縁
起
体
(
万
象
世
界
)
の
原

理
で
あ
り
、

真
理
で
あ
る
。
故
に
、
中
道
は
「
諸
法
実
相
」
あ
る
い
は
「
真
空
・
妙
有
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

(註
)

1
「
縁
起
」

(
宮
山
口
々

m
-
g
B
E
Z含
)
の
語
は
、
因
縁
生
起
の
略
で
あ
っ
て
、
仏
教
の
基
本
的
な
思
考
法
の
根
拠
を
な
し
て
い

る
。
そ
れ
は
一
切
の
事
象
(
現
象
体
〉
は
他
者
と
の
関
係
(
相
互
限
定
的
、
相
互
依
存
的
相
関
々
係
)
を
縁
と
し
て
生
起
す
る
こ

と
を
い
う
。
こ
の
現
象
体
は
無
数
の
原
因
や
条
件
(
縁
)
が
相
互
に
限
定
し
依
存
し
あ
っ
て
関
係
す
る
こ
と
で
成
立
す
る
。
そ
し

て
、
そ
の
原
因
や
縁
が
な
く
な
れ
ば
、
結
果
は
お
の
ず
か
ら
消
滅
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
白
存
し
独
立
不
易
に
し
て
永
遠

不
動
の
実
体
(
。

g
E
(札
3
・
m
c
g
g
E
E
(叫
)
w
2
m
H
r
z
g
(
ω
)
)
は
存
在
し
な
い
と
す
る
。

そ
し
て
、

こ
の
因
縁
性
を
究
明

し
、
そ
の
原
因
や
縁
を
除
去
す
れ
ば
、
現
象
界
か
ら
凡
夫
は
解
放
さ
れ
、
迷
妄
や
煩
悩
や
苦
悩
か
ら
解
脱
さ
れ
う
る
と
す
る
。
こ

こ
に
、
空
観
で
は
、
事
象
か
ら
の
解
放
、
煩
悩
か
ら
の
解
脱
を
と
い
て
、
空
性
の
原
理
を
も
っ
て
「
空
・
中
道
」
を
立
て
る
。

認識の真理性

い
ま
、
こ
の
「
縁
起
の
構
造
」
を
「
批
判
の
中
道
」
に
お
い
て
解
明
す
れ
ば
、
縁
起
は
、
現
象
界
に
お
け
る
生
成
流
転
す
る
現

象
体
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
印
象
・
形
象
か
ら
な
る
「
経
験
的
質
料
」
と
、
同
時
に
「
先
天
的
形
式
」

(
空
間
・
時
間
の
純
粋
直
観

の
原
理
と
、
範
時
(
純
粋
悟
性
概
念
で
あ
る
因
果
性
、
生
成
(
生
起
・
消
滅
)
、
変
化
、
流
動
、
実
在
、
空
無
、
常
住
、
断
滅
、
単

独
、
相
依
、
単
一
、
全
体
、
同
て
異
他
、
有
限
、
無
限
立
の
・
)
の
原
理
)
と
の
、
相
互
限
定
的
相
関
構
造
を
有
す
る
事
象
で
あ

9 



る
。
そ
し
て
、
こ
の
縁
起
の
可
能
性
の
最
高
原
理
は
、
経
験
的
質
料
と
先
天
的
形
式
と
に
綜
合
的
統
一
を
与
え
、
先
験
的
構
想
力

10 

の
協
力
に
な
り
た
つ
「
先
験
的
統
覚
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

「
非
経
験
的
質
料
・
非
先
天
的
形
式
」
の
中
道
(
両
極
の
否
定
的

論
理
に
よ
る
空
・
中
道
)
に
し
て
、
同
時
に
「
経
験
的
質
料
〈
即
〉
先
天
的
形
式
」
(
中
極
に
お
け
る
肯
定
的
論
理
に
よ
る
「
即
」
・

中
道
)
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
批
判
の
中
道
」
が
見
出
さ
れ
る
。

(註〉

2

神
秘
論
に
立
つ
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
a
h

〈
何
百
円
円
山

ω
g
E仲
間
片
山
少
。
ョ
ロ

-
m
g
E
Z
ω
=
(同
日
比
丘
芯

(
V
F

吋
ぽ
丘
一
)
の
名
句
が
語
ら
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
句
は
世
人
に
も
、
神
秘
論
者
に
も
、
仏
教
徒
に
も
、

い
ろ
い
ろ
と
意
味
深
く
開
覚
さ
れ
う
る
。
天
台
で
は
、

三
諦
中
道
(
空
・
仮
・
中
〉
を
と
き
、
空
・
仮
の
外
に
あ
り
と
す
る
も
の
を
「
但
中
」
と
名
づ
け
、
ま
た
天
台
は
円
融
三
諦
を
と

ぉ
c
、

「
即
空
即
仮
即
中
」
の
中
を
「
不
但
中
」
と
い
う
。
そ
し
て
小
乗
仏
教
の
「
折
空
観
」
に
対
決
し
て
、

「
体
空
観
」
に
あ
っ

て
「
中
道
空
」

(
不
但
中
)
の
語
を
用
い
る
。

(3) 

「
中
論
』
に
み
ら
れ
る
「
認
識
」

『
中
論
』
の
第
三
章
「
認
識
能
力
の
考
察
」
で
は
、
認
識
の
そ
の
能
力
と
対
象
と
の
関
係
構
造
、
す
な
わ
ち
「
見
分
識
と
相
分
境
」

と
の
、
空
性
の
原
理
に
基
づ
く
不
可
分
的
な
相
依
相
関
の
関
係
構
造
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

い
ま
こ
れ
を
示
す
。

「

ω見
る
は
た
ら
き
、
聞
く
は
た
ら
き
、
嘆
ぐ
は
た
ら
き
、
味
わ
う
は
た
ら
き
、
触
れ
る
は
た
ら
き
、
思
考
作
用
ー
ー
ー
こ
れ
ら
は
六
つ

の
認
識
能
力
(
六
根
)
で
あ
る
。
見
ら
れ
る
も
の
(
色
、

か
た
ち
)
な
ど
が
、

こ
れ
ら
の
認
識
能
力
の
対
象
で
あ
る
。

ω実
に
見
る
は
た
ら
き
(
視
覚
、
限
)
は
、
自
ら
の
自
己
を
見
な
い
。
自
己
を
見
な
い
も
の
が
、
ど
う
し
て
他
の
も
の
を
見
る
の
で

(註
)
1

あ
ろ
う
か
。



付
省
略
ω何
も
の
を
も
見
て
い
な
い
と
き
に
は
、

〈
見
る
は
た
ら
き
〉
で
は
な
い
。

〈
見
る
は
た
ら
き
〉
が
見
る
と
い
う
な
ら
ば
、
ど
う
し

て
こ
の
こ
と
が
理
に
合
う
で
あ
ろ
う
か
。

助
〈
見
る
は
た
ら
き
〉
が
見
る
の
で
は
な
い
。

〈
見
る
は
た
ら
き
で
な
い
も
の
〉
が
見
る
の
で
も
な
い
。

〈
見
る
は
た
ら
き
〉
を

〔
排
斥
し
お
わ
っ
た
こ
と
〕

に
よ
っ
て
〈
見
る
主
体
〉

〔
の
成
立
し
え
な
い
こ
と
も
〕
説
明
さ
れ
た
と
理
解
せ
よ
。

〈
見
ら
れ
る
も
の
〉
も
、

〈
見
る
は
た
ら
き
〉
も
、

〈
見
る
主
体
〉
は
存
在
し
な
い
。

(註
)
2

と
も
に
存
在
し
な
い
。

〈
見
る
主
体
〉
が
存
在
し
な
い
か
ら
、

的
〈
見
る
は
た
ら
き
〉
を
離
れ
て
も
、
離
れ
な
く
て
も
、

的
省
略

的
〈
見
ら
れ
る
も
の
〉
と
〈
見
る
は
た
ら
き
〉
と
が
存
在
し
な
い
か
ら
、

(
識
の
ほ
か
、

感
官
と
対
象
と
の
接
触

識
な
ど
の
四
つ

〔
触
〕
、
感
受
作
用
〔
受
〕
、

盲
目
的
衝
動
〔
愛
〕
)
は
存
在
し
な
い
。

故
に
、
執
着
(
取
〉
な
ど
は
一
体
ど
う
し
て
存
在
す
る
で
あ
る

、晶、d

λ
ノ
'
刀
‘

例
〈
聞
く
は
た
ら
き
〉

〈
味
わ
う
は
た
ら
き
〉

ま
た

〈
聞
く
主

〈
嘆
ぐ
は
た
ら
き
〉

〈
触
れ
る
は
た
ら
き
〉

〈
思
考
作
用
〉
も
、

体
v 

〈
聞
か
る
べ
き
対
象
〉
な
ど
も
、

〈
見
る
は
た
ら
き
〉
に
つ
い
て
〔
論
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
適
用
し
て
〕
同
様
に
説
明
さ
れ
る
と
知

る
べ
き
で
あ
る
。
」

(
(
中
村
元
訳
『
ナ

i
ガ
!
ル
ジ
ュ
ナ
』

「
人
類
の
知
的
遺
産
ロ
」
司

-
N包
・
)

認識の真理性

(註
)

1

唯
識
論
で
は
、
認
識
能
力
(
見
分
識
〉
は
そ
の
第
一
志
向
に
あ
っ
て
は
自
己
を
見
な
い
が
、
第
二
志
向
で
は
自
証
分
に
よ
っ
て

自
己
を
反
省
し
自
覚
し
て
自
己
を
見
る
。
こ
の
本
来
的
な
自
証
分
は
、

ア
l
ラ
ヤ
識
の
自
己
認
識
(
自
己
直
観
)
で
あ
っ
て
、
こ

れ
に
基
づ
い
て
第
六
意
識
も
マ
ナ
識
も
自
己
を
見
る
。
し
か
し
感
覚
識
は
第
二
志
向
を
も
た
な
い
か
ら
自
己
を
見
な
い
。
中
論
で

11 



t土

こ
の
自
証
分
に
つ
い
て
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
ア
l
ラ
ヤ
識
の
自
証
分
に
よ
っ
て
見
分
識
も
相
分
境
も
生
じ
、
二
分
さ

12 

れ
て
志
向
的
関
係
に
あ
っ
て
存
立
す
る
。

(
護
法
「
成
唯
識
論
」
)

(註〉

2
「
見
る
主
体
」

の
主
体
と
は
、

こ
こ
で
は
自
我
実
体
で
あ
っ
て
、

こ
の
存
在
は
勿
論
、
対
象
(
客
体
)
の
実
体
と
し
て
の
存
在

も
否
定
さ
れ
る
。

こ
こ
に
『
中
論
』
に
み
え
る
い
く
つ
か
の

「
認
識
」

に
お
け
る
空
性
の
原
理
を
と
り
あ
げ
て
瞥
見
す
れ
ば
、
次
の
点
が
窺
わ
れ
る
。

認
識
に
お
け
る
認
識
能
力
も
、

そ
の
志
向
す
る
認
識
対
象
も
、

実
在
的
に
存
在
す
る
こ
と
な
く
、

実
体

Q
V
E
(
札

τ
U
W
E
Y
E
三
宮

(
叫
〉
噌
門
町
ミ
ヨ
(
的
)
・

2
ω
r
z
s
(
ω
〉
)
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
も
な
い
。

そ
の
機
能
が
感
覚
識
で
あ
れ
、

(
第
六
)
意
識
や
マ
ナ
識

で
あ
れ
、
す
べ
て
心
識
は
刻
々
に
働
き
、
生
起
し
、
流
動
す
る
点
で
、

そ
れ
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、

そ
れ
は
存

在
す
る
の
で
は
な
く
、

無
自
体
で
あ
り
、
空
で
あ
る
。

一
体
、
識
は
自
ら
の
識
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
己
を
捉
え
ら
れ
得
な

い
も
の
が
、

い
か
に
し
て
他
の
も
の
(
対
象
)
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
。
対
象
も
ま
た
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

無
自
性
で
あ
り
、
空
で
あ
る
。
認
識
作
用
が
空
で
あ
れ
ば
、
認
識
作
用
を
離
れ
て
も
離
れ
な
く
と
も
、
認
識
す
る
主
体
は
無
自
性
で
あ

り
、
空
で
あ
る
。
認
識
主
体
(
我
)
が
空
で
あ
れ
ば
、

認
識
客
体
(
対
象
、
法
〉
も
ま
た
無
自
体
で
あ
り
、
空
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

対
立
す
る
両
極
の
自
体
の
否
定
は
、
他
者
の
否
定
を
惹
起
し
、
逆
に
他
者
の
否
定
は
ま
た
自
己
の
否
定
を
促
す
と
言
う
否
定
論
理
に
、

空
は
窺
わ
れ
る
。

(註〉
こ
の
否
定
論
理
は
っ
弁
証
法
L

(

ロ
E
o
r
E
C
と
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
両
者
の
否
定
の
仕
方
の
相
違
の
解
明
は
、
興
味



あ
る
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
弁
証
法
に
お
け
る
両
極
の
対
立
矛
盾
の
止
揚
綜
合
に
は
、
そ
の
中
極
(
頂
極
)
を
核
と
す
る
「
批
判

の
中
道
」
が
要
請
さ
れ
、
こ
れ
な
く
し
て
は
可
能
で
は
な
い
。
弁
証
法
が
用
い
る
「
否
定
の
否
定
」
の
論
理
は
、
そ
れ
が
立
つ
も

と
の
拠
点
(
原
点
)
へ
と
ま
い
も
ど
る
事
と
も
な
り
、
そ
れ
は
後
退
的
な
還
元
で
も
あ
っ
て
、
否
定
の
否
定
に
よ
る
肯
定
は
、
必

ず
し
も
前
進
的
な
発
展
と
し
て
の
第
三
者
へ
の
止
揚
綜
合
と
は
な
ら
な
い
。
カ
ン
ト
の
「
批
判
の
中
道
」
は
、
弁
証
法
的
論
理
で

は
な
く
し
て
、

「
先
験
的
論
理
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
論
理
は
、
異
質
的
、
対
立
的
両
極
者
を
「
否
定
的
批
判
」
に
よ
っ
て

「
破
邪
」
を
断
行
し
、
そ
の
両
者
を
垂
直
に
超
え
る
中
極
(
頂
極
)
に
、

「
自
由
l
超
越
性
」
の
原
理
に
基
づ
い
て
、

「
肯
定
的

批
判
」
を
も
っ
て
「
顕
正
」
を
実
現
す
る
。
そ
れ
は
超
矛
盾
性
と
綜
合
的
統
一
性
を
有
す
る
先
天
的
l
綜
合
的
i

超
越
的
論
理
で

あ
り
、
超
形
式
的
l
超
文
法
的
論
理
で
あ
る
。

『
中
論
」
が
認
識
に
つ
い
て
説
く
こ
と
は
、
唯
識
論
で
は
、
自
己
執
着
性
に
基
づ
き
、
実
体
(
自
体
〉
に
執
わ
れ
、
「
我
法
二
執
L

に

陥
り
、
転
落
せ
る
虚
妄
分
別
に
あ
っ
て
、

こ
の
我
法
二
執
が
空
ぜ
ら
れ
、

か
く
し
て
「
我
法
二
空
」
と
な
り
、
真
正
の
認
識
が
開
覚
さ

れ
る
こ
と
を
言
う
。

し
か
も
二
極
を
な
し
二
分
さ
れ
て
い
る
認
識
作
用
(
見
分
識
〉
と
認
識
対
象
(
相
分
境
〉
と
は
、

不
可
分
な
相
依

相
関
に
あ
っ
て
、
両
者
の
関
係
は
ま
た
空
性
(
空
の
真
理
、
空
自
体
)
に
基
づ
く
。
そ
し
て
両
者
の
関
係
に
あ
る
認
識
そ
の
も
の
が
、

無
自
性
(
無
実
体
)
で
あ
り
、
空
性
の
原
理
の
も
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
認
識
自
体
は
空
性
の
原
理
の
も
と
に
あ
っ
て
、

そ
の
す

認識の真理性

べ
て
の
認
識
能
力
と
そ
の
対
象
は
分
裂
す
る
こ
と
な
く
、
両
者
は
即
一
に
し
て
、

ま
た
空
で
あ
り
、
自
己
執
着
性
も
空
じ
さ
り
、
超
脱

さ
れ
れ
ば
、
も
は
や
迷
妄
も
煩
悩
も
存
在
し
な
い
。

(
一
面
で
は
、

思
う
に
、
空
は
虚
無
で
も
無
為
で
も
な
く
、

ま
た
た
だ
の
絶
対
無
で
も
な
い
。

こ
の
意
味
に
も
用
い
ら
れ
る
が
、

し

か
し
老
子
の
無
や
西
国
哲
学
の
絶
対
無
と
も
異
な
る
。
)

ま
し
て
空
は
虚
妄
で
も
実
体
で
も
な
く
、

物
質
の
場
で
も
空
間
で
も
な
い
。

13 



空
は
「
否
定
的
」
に
言
え
ば
、
存
在
自
体
の
否
定
的
限
定
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
絶
対
無
で
あ
っ
て
も
、
同
時
に
絶
対
有
(
実
体
性
を
欠

11 

如
せ
る
根
源
的
実
在
)
で
あ
り
、
空
は
「
肯
定
的
」

に
言
え
ば
、

一
切
存
在
を
可
能
に
す
る
根
源
的
存
在
(
非
無
)
に
し
て
、
同
時
に

絶
対
無
(
非
有
〉
で
あ
る
。

こ
こ
に
空
は
「
非
有
・
非
無
」

に
し
て
、
同
時
に
「
有
即
無
」
で
あ
り
、

「
自
性
即
無
自
性
」
に
し
て
、

純
粋
存
在
は
同
時
に
絶
対
無
と
し
て
即
一
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

し
か
も
空
は
遍
有
で
も
遍
無
で
も
な
く
、

た
だ
絶
対
的
に
純
粋
に

何
件
当

g

M
と
し
て
含
(
今
・
こ
こ
に
〉
に
現
成
す
る
包
越
者

(
L
g
d
E
m
B
-
Fロ
仏
る
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
西
洋
で
も
空
に
近
接

は
「
包
越
者
の
包
越
者
」
は

ハ同・

uF告
白
ω

)

「
超
越

す
る
神
秘
論
者
の
思
想
も
み
ら
れ
る
。
現
代
の
実
存
哲
学
者
K
・
ヤ
ス
パ
!
ス

者
」
(
吋
円
山
口
∞

NgpN〉
で
あ
る
と
す
る
が
、

そ
れ
は
絶
対
無
に
し
て
同
時
に
絶
対
存
在
で
あ
る
根
源
者
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

(
ヤ
ス
パ

l
ス
は
、
晩
年
に
は
自
己
の
哲
学
を
「
包
越
者
存
在
論
」

(
p
z
o
F
O
E
O
-。
向
山
岳
と
名
づ
け
た
。
)

唯
識
論
で
は
、
空
観
に
則
っ
て
識
の
空
性
を
と
き
、

「
非
有
・
非
無
」

の
空
・
中
道
、

ま
た
「
有
即
無
」

の

「
即
」
中
道
を
根
基
と

し
て
、

「
一
一
一
性
即
ご
一
無
性
」

の
唯
識
・
中
道
を
説
く
。

「
非
有
・
非
無
」

の
中
道
も
、

「
有
即
無
」

の
中
道
も
、
両
者
は
同
じ
も
の
で

は
あ
る
が
、

前
者
は
「
消
極
的
論
法
」
と
し
て
否
定
論
理
を
用
い
、

後
者
は

「
積
極
的
論
法
」

に
立
ち
、

「
即
」
構
造
の
中
道
を
示

す。

「
即
」
構
造
は
、
空
を
根
基
と
す
る
両
極
の

「
相
互
限
定
」

「
相
互
依
存
」

「
相
即
一
如
」

の
関
係
構
造
を
示
す
。
な
お
、
唯
識

論
で
は
、

「
我
法
二
執
」
を
解
脱
せ
る
「
非
我
・
非
法
」

の
空
・
中
道
の
語
は
、

「
我
法
二
空
」
と
い
わ
れ
、

ま
た
「
無
所
有
の
空
」

「
無
碍
の
空
」
と
も
い
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
「
絶
対
無
即
純
粋
存
在
」
を
意
味
し
、

ま
た
「
真
空
即
妙
有
」

の
用
語
が
一
般
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。

『
中
論
」
で
は
、

縁
起
の
本
質
構
造
を
「
空
性
・
無
自
性
・
中
道
」

を
も
っ
て
示
す
。

さ
ら
に
、

人
生
の
心
識
に
つ
い
て
も
、

「
〈
見
ら
れ
る
も
の
〉

(
相
分
〉
と
〈
見
る
は
た
ら
き
〉

(
見
分
〉
と
が
存
在
し
な
い
か
ら
、

識
な
ど
の
四
つ
(
識
の
ほ
か
、

感
官
と

対
象
と
の
接
触
〔
触
〕
、
感
受
作
用
〔
受
〕
、

盲
目
的
衝
動
〔
愛
〕
)
は
存
在
し
な
い
。

故
に
執
着
(
取
)
な
ど
は
一
体
ど
う
し
て
存
在



す
る
で
あ
ろ
う
か
。
L

と
説
く
。

原
始
仏
教
が
語
る

ω
E
E巳
E
Z
(『
経
集
』
〉
や
口
缶

5
5円
向
山
(
『
感
興
の
こ
と
ば
』
)
に
お
い
て
も
、
迷
妄
、
煩
悩
に
よ
っ
て
起
る

「
苦
し
み
」
と
識
と
の
関
係
、

そ
し
て
苦
し
み
か
ら
の
超
脱
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

「
ど
ん
な
苦
し
み
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
と
も
、
す
べ
て
識
別
作
用
に
縁
っ
て
起
る
の
で
あ
る
。
識
が
止
滅
さ
れ
る
な
ら
ば
、
苦
が
生
起

舗
却

す
る
と
い
う
こ
と
は
有
り
え
な
い
。
」

「
〈
苦
し
み
は
識
別
作
用
に
縁
っ
て
起
る
の
で
あ
る
〉
と
、

む
さ
ぼ
る
こ
と
な
く
、
安
ら
ぎ
に
帰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

こ
の
思
い
を
知
っ
て
識
別
作
用
を
静
か
な
ら
し
め
た
修
行
者
は
、

4快

を

「
身
体
を
壊
り
、
表
象
作
用
と
感
受
作
用
と
を
静
め
て
識
別
作
用
を
滅
ぼ
す
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
苦
し
み
が
終
滅
す
る
と
説
か

れ
る
。
」

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
る
ご
と
く
、

認
識
構
造
と
そ
の
構
造
成
素
と
の
根
本
原
理

唯
識
論
は
空
観
の
と
く

「
空
・
中
道
」

に
則
っ
て
、

(
空
性
の
原
理
〉
を
と
き
、
認
識
は
実
体
で
も
存
在
で
も
な
く
、

そ
の
根
源
に
お
い
て
無
自
性
で
あ
り
、
空
性
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て

自
己
執
着
性
に
よ
る
認
識
の
実
体
化
に
よ
っ
て
生
ず
る
迷
妄
と
煩
悩
を
、
空
性
は
空
却
し
か
っ
超
脱
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
そ
し

て
認
識
が
「
空
・
中
道
」
に
あ
る
こ
と
を
唱
え
る
。
空
観
に
と
く
縁
起
と
同
じ
く
、
認
識
も
ま
た
空
・
中
道
を
基
本
と
す
る
。

そ
れ
は

広
義
に
お
け
る
「
唯
識
・
中
道
」
で
あ
る
。

「
三
性
即
三
無
性
」

の
中
道
が
示

(
唯
識
論
に
は
、

「
唯
識
・
中
道
」

の
用
語
に
よ
っ
て

認識の真理性

さ
れ
て
い
る
。
)

一
般
に
、
空
観
(
「
中
論
』
)

「
空
・
中
道
」

〈
「
非
有
・
非
無
」

の
空
・
中
道
〉
と
し
て
示
さ

の
形
式
的
な
様
式
で
は
、

に
み
え
る

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
両
極
端
を
な
し
、
分
裂
と
対
立
に
あ
る
「
有
と
無
」
を
、
両
者
と
も
否
定
し
て
、
有
無
対
立
の
次
元
を
超
越

「
空
・
中
道
L

が
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は
形
式
的
に
示
せ
ば
、
〈
「
非
A
・
非
ロ
。
ロ

せ
る
高
次
元
に
、
有
無
な
ら
ざ
る
中
極
(
頂
極
)
に
、

15 



A
」
の
空
・
中
道
〉
と
な
り
、

し
か
も
、

こ
の
相
互
否
定
を
介
し
て
否
定
面
を
肯
定
面
へ
と
転
ず
れ
ば
、

〈「
A
即
ロ
。
ロ

A
」
の
中
道
〉

16 

の
様
式
を
と
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
は
「
A
と
口
。
ロ

A
」
と
の
相
互
限
定
と
相
互
依
存
の
関
係
を
あ
ら
わ
す
「
即
」
構
造
を
な
す
。

「
即
」
構
造
は
、
中
道
に
あ
っ
て
、

「
非
有
・
非
無
」
を
超
え
て
あ
り
、

「
同
時
に
」

(
N
C
札
止
の
ご
、

こ
の
対
立
せ
る
両
極
が
相
互
限

定
と
相
互
依
存
の
関
係
を
根
基
と
し
て
成
立
す
る
。
そ
れ
は
、

そ
の

「
即
」
構
造
の
中
極
(
頂
極
)
に
働
く
空
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
に
、

こ
の
中
極
(
有
で
も
無
で
も
な
い
)
が
核
と
し
て
、
中
道
の
真
只
中
に
成
立
す
る
。

こ
の
中
極
は
両
極
を
垂
直
に
超
え
る
空

性
で
あ
る
。

こ
の
点
を
『
中
論
』
に
み
え
る
空
観
の
重
要
概
念
で
あ
る
次
の
三
つ
を
要
約
し
て
示
せ
ば
、

①
「
非
自
性
・
非
無
自
性
(
無
性
)
」

の
空
・
中
道

(
自
性
即
無
自
性
)

②
「
非
八
仮
・
非
八
不
仮
」

の
空
・
中
道

(
八
仮
即
八
不
仮
〉

(
八
不
中
道
)

③ 

(非
如如
来来
本本
性性
即
世非
間世
本聞

き側室

の
空
・
中
道

と
な
る
。

こ
れ
ら
の
空
・
中
道
は
ま
た
「
非
真
空
・
非
妙
有
」

の
空
・
中
道
(
「
真
空
即
妙
有
」
)
に
お
さ
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
ま
た
「
諸
法
実
相
」

(
天
台
)
と
し
て
、
世
間
の
最
究
極
的
性
相
を
示
す
。

い
ま
、

こ
の

〈
「
非
A
・
非
口
。
ロ

A
」

の
空
・
中
道
〉

の
原
型
に
則
っ
て
、

「
唯
識
論
」

の
重
要
構
造
に
つ
い
て
、
次
の
三
者
の

中
道
が
示
さ
れ
う
る
。

(
因
み
に
、
唯
識
論
で
は
、

『
中
論
』
の
と
く
「
縁
起
」

は
、
心
識
に
深
化
さ
れ
、

か
つ
還
元
さ
れ
、

一
切
者

は
唯
識
で
あ
り
、

「
唯
識
・
無
境
L

が
唱
え
ら
れ
、
唯
識
論
が
展
開
さ
れ
る
。

し
か
し

「
空
・
中
道
」

は
唯
識
・
中
道
の
底
に
厳
然
と



し
て
見
出
さ
れ
る
。
)

例
え
ば
、
唯
識
の
根
本
構
造
は
次
の
三
つ
の
中
道
に
窺
わ
れ
る
。

①
「
非
見
分
・
非
相
分
」
の
中
道

(
見
分
即
相
分
〉

(
認
識
主
観
即
認
識
客
観
)

(
認
識
作
用
即
認
識
対
象
〉

②
「
非
分
別
知
・
非
無
分
別
智
」

の
中
道

(
分
別
知
即
無
分
別
智
〉

③
「
非
三
性
・
非
ゴ
一
無
性
」

の
中
道

(
三
性
即
三
無
性
)

(
唯
識
・
中
道
)

が
あ
る
。

今
、
唯
識
中
道
を
論
ず
る
に
先
立
っ
て
、

二
一
一
口
を
要
す
。

思
う
に
、

「
有
と
無
」
と
の
両
極
は
、
縁
起
に
も
心
識
に
も
、

そ
の
到
る
と
こ
ろ
に
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
二
分
対
立
す

る
両
極
に
あ
っ
て
、

一
方
が
無
で
あ
れ
ば
、
他
方
は
有
で
あ
り
、

そ
の
逆
に
、
他
方
が
有
で
あ
れ
ば
、

方
を
否
定
的
に
限
定
し
つ
く
し
ゆ
か
ば
、

究
極
的
に
は
、

そ
の
一
方
で
は
、

に
、
他
方
を
肯
定
し
つ
く
し
て
行
か
ば
、
最
終
的
に
は
、

一
方
は
無
で
あ
る
。

し
か
も

一
切
の
有
は
空
却
さ
れ
て
「
絶
対
無
」
に
い
た
る
。

逆

そ
の
他
方
は
「
純
粋
有
」

(
純
粋
存
在
)
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
空
は
か
か

認識の真理性

る
「
有
と
無
」
と
の
全
く
矛
盾
し
背
反
す
る
両
極
端
に
お
け
る
有
の
無
化
、

無
の
有
化
(
非
有
・
非
無
・
非
非
有
非
無
:
:
:
)
で
あ
っ

て
、
空
は
か
か
る
究
極
者
の
両
極
的
対
立
に
お
け
る
「
有
の
無
化
」
に
し
て
同
時
に
守
口
包
巳
の
ご
、

る
「
有
即
無
」

「
無
即
有
」
と
し
て
、

「
非
有
・
非
無
」

の
空
・
中
道
は
、

も
い
わ
ず
、

た
だ
「
有
即
無
L

「
無
即
有
」

の
「
即
」
構
造
を
も
っ
。

「
無
の
有
化
」
の
究
極
点
に
お
け

こ
こ
に
「
即
」
構
造
を
も
っ
。
空
は
有
と
い
わ
ず
、
無
と

し
か
し
、
あ
る
場
合
に
は
、

「
絶
対
無
」
を
も
っ
て
示
さ
れ
、

17 



あ
る
い
は
「
絶
対
有
L

(
純
粋
存
在
)
を
も
っ
て
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の

「
非
有
・
非
無
」

の
空
・
中
道
に
お
け
る
「
即
」
構
造
を
も

18 

っ
た
事
体
は
、

「
諸
法
実
相
」

(
天
台
宗
〉
を
露
呈
す
る
。

者
の
包
越
者
」
と
い
い
、

ヤ
ス
パ

i
ス
(
同

-
r
8
2る
は
超
越
者
(
吋
円
山
口
ω
N
S
L
g
N
)

を
「
包
越

た
だ
「
暗
号
解
読
」

(
(
U
E
F
o
F
ω
ロロ
m)
を
も
っ
て
読
み
と
る
他
は
な
い
と
言
う
。
仏
教
の
空
は

「
非
有
・

非
無
」

の
中
道
、
あ
る
い
は
「
絶
対
無
即
純
粋
有
」

の
中
道
に
あ
る
が
、

西
洋
で
も
、

と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
論
者
た
ち
は
、
超
越

者
も
神
も
絶
対
無
に
し
て
「
同
時
に
」
、
純
粋
存
在
〈
無
限
者
)
で
あ
る
と
解
読
す
る
。
例
え
ば
、

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト

Q
・
問
。

5
2
ζ
・)

は
、
。
。
立
は
存
在
で
あ
り
、
同
時
に
の

2
P
S
は
無
で
あ
る
、
と
言
う
。

し
て
み
れ
ば
、
「
の
♀
二
郎
。
。

2
Z
E
(「
存
在
(
絶
対
有
)

即
無
(
根
源
無
〉
」
〉
は
空
・
中
道
に
通
ず
る
も
の
と
窺
う
こ
と
も
で
き
る
。
空
・
中
道
は
絶
対
者
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
暗
号
解
読
の
一
つ

で
あ
り
、
優
れ
た
仏
教
的
信
仰
に
た
つ
暗
号
解
読
と
も
み
え
る
。

(4) 

唯
識
の
中
道

唯
識
論
の
先
駆
者
、

弥
勃
(
冨

2
5
3
)
が、

盤
宅
相
(
〉
S
H
J
m
m
Y
)

に
説
示
し
た
と
い
わ
れ
る
『
弁
中
辺
論
頒
」

(
中
辺
分
別
論
〉

で
は
、
中
正
と
両
極
端
の
弁
別
の
立
場
が
、

そ
の
唯
識
思
想
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
唯
識
の
中
道
は
、

「
説
一
切
有
部
」

の
立
つ
分

別
の
立
場
を
超
え
る
。
彼
は
考
え
る
。
能
取
(
知
る
も
の
)
と
所
取
(
知
ら
れ
る
も
の
)
と
の
分
別
は
、
虚
妄
分
別
で
あ
る
と
な
し
、

「
虚
妄
分
別
は
有
な
り
。
此
に
於
て
二
都
て
無
な
り
。
此
の
中
唯
空
の
み
有
り
。
彼
に
於
て
亦
此
有
り
。
故
に
一
切
法
は
、
空
に
も
非

ず
不
空
に
も
非
ず
と
説
く
。

有
と
無
と
及
び
有
と
の
故
に
、
守
是
れ
則
ち
中
道
に
契
う
と
い
う
」

と
説
か
れ
て
い
る
。

新
訳
に
よ
れ
ば

「
虚
妄
な
る
分
別
は
あ
る
。
そ
こ
に
二
つ
の
も
の
は
存
在
し
な
い
。

し
か
し
、

そ
こ
(
す
な
わ
ち
虚
妄
な
る
分
別
の
な
か
)
に
空
性
が

存
在
し
、

そ
の
(
空
性
の
〉
な
か
に
ま
た
、

か
れ
(
す
な
わ
ち
虚
妄
な
る
分
別
)
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
す
べ
て
の
も
の
は
空

で
も
な
く
、
空
で
な
い
の
で
も
な
い
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
有
で
あ
る
か
ら
、

ま
た
無
で
あ
る
か
ら
、

さ
ら
に
ま
た
有
で
あ
る
か
ら
で



あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
中
道
で
あ
ゐ
。
L

そ
の
中
道
と
は
唯
識
・
中
道
で
あ
る
。
こ
の
立
場
と
方
法
は
分
別
知

(
i
z
-
3
ι
Z
E〉
(
対

立
知
)
と
無
分
別
智
(
口
町
三
}
内
包
宮
・
吉
宮
山
〉
(
無
対
立
智
、
空
智
)
と
の
一
方
に
偏
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
両
極
と
中
極
と
の
一
方
に
も
偏

ら
ず
、

「
不
即
不
離
」

の
関
係
の
な
か
に
あ
っ
て
、

両
者
の
相
互
限
定
、
相
互
浸
透
、
相
互
融
一
の
中
道
に
、
唯
識
の
真
理
が
示
さ
れ

て
い
る
。

「
中
辺
分
別
」
(
中
正
と
両
極
端
と
の
弁
別
)

や
が
て

「
三
性
即
三
無
性
」

の
中
道
に
結
び
つ
い
て
ゆ
く
。

の
中
道
は
、

こ
の

唯
識
論
に
つ
い
て
、

(
護
法
、

u
r
R
B名川
HF)
に
従
い
、

「
三
性
」

(
E
E
r
寄
与

E
d同
『
)

こ
こ
で
は
、
先
ず
「
ダ
ル
マ
パ

l
ラ」

を
示
す
。

一体、

た
だ
心
の
み
が
あ
っ

唯
識
論
か
ら
み
れ
ば
、

「
唯
識
無
境
」
を
い
い
、

そ
れ
は
白
性
の
ゴ
一
つ
の
在
り
方
で
あ
る
。

て
、
外
界
に
は
事
物
的
な
実
在
的
存
在
は
な
い
と
み
る
。

「
存
在
」
も
た
だ
幻
の
ご
と
き
夢
の
ご
と
き
存
在
で
あ
っ

し
か
し
そ
の
心
の

て
、
究
極
的
に
は
そ
の

「
存
在
」
も
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
意
味
で
「
唯
識
性
」
(
三
官
名
巴
』
白
山
首
位
雪
印
)
が
と
か
れ
、
西
洋

哲
学
が
い
う
唯
心
論

3
1♀
g
F
E
C
C
や
観
念
論

(Eg--ω55)

よ
り
底
深
く
、

一
切
は
識
に
よ
っ
て
な
り
た
つ

で
は
な
く
、

何
件
当
日
凶

空
観
を
唯
識
一
一
五
に
徹
底
せ
し
め
て
い
る
の
が
、
唯
識
の
理
論
で
あ

で
あ
る
と
み
る
。

し
か
も
、

こ
の
空
に
結
び
つ
き
、

る
。
そ
れ
は
、

万
象
が
一
切
識
の
中
に
あ
っ
て
、

「
三
性
」
と
は
、
識
体
の
存
在

そ
の
在
り
方
と
本
質
を
問
う
こ
と
を
い
う
。
唯
識
の

(
存
立
国
2
E
E
)

の
見
方
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

一
切
を
「
有
と
無
」

「
仮
と
実
」

「
迷
と
真
」

の
在
り
方
の
三
種
合
一
つ
の
自
性
)

と
い
う
点
か
ら
、
世
人
の
存
在
性
の
本
性
(
性
相
)
を
詳
細
綿
密
に
考
察
し
て
い
る
。

「
依
他
起
性
・
遍
計
所

執
性
・
円
成
実
性
」

「
三
性
」
と
は
、

『
中
論
』
に
お
け
る
縁
起
法
の
心
識
は
三
性
で
あ
る
。

(
三
性
は
識
の
在
り
方

こ
の

の
三
つ
の
自
性
の
性
相
を
い
う
。

認識の真理性

を
言
う
が
、

こ
の
立
場
は
決
し
て
西
洋
式
の

「
存
在
論
」

(
O
E
O
-
c
m
F
O
)
で
は
な
い
。
)

①
「
依
他
起
性
」
(
七
日

m
B
E
E
S
-
ω
5
5
m
g〉
(
他
に
依
存
し
て
起
こ
る
諸
識
(
そ
の
中
心
は
分
別
識
)
で
あ
る
。
)
そ
れ
は
正
常
な

る
感
覚
と
意
識
(
第
六
)
と
の
限
定
関
係
と
、

Y ζ 

の

(
有
為
の
)
性
境
と
の
間
の
志
向
的
関
係
(
見
分
l
相
分
)
に
な
り
た
つ
正
常
な

こ
の
分
別
知
の
対
象

志
向
す
る
対
象
は
有
為
の
性
境
で
あ
り
、

分
別
知
(
比
量
)
の
本
性
(
自
性
)
で
あ
る
。

こ
の
分
別
識
が
働
き
、

19 



は
、
因
縁
法
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
が
因
と
縁
と
に
よ
っ
て
、
仮
り
に
起
っ
た
も
の
(
縁
起
に
よ
る
自
性
、
縁
起
生
滅
の
現
象
体
〉

20 

(
仮
有
〉
を
い
う
。
そ
れ
は
、

い
わ
ば
客
観
的
な
経
験
的
な
現
象
界
(
帯
質
境
〉
で
あ
る
。

(
な
お
、
諸
識
の
統
合
、
真
偽
の
選
定
、

志
向
的
構
成
を
行
う
の
は
、

正
常
な
「
マ
ナ
識
」
で
あ
る
。

こ
の
作
用
は
「
引
行
」

(
推
)
と
呼
ば
れ
る
。
)
し
た
が
っ
て
種
子
論
か

ら
み
れ
ば
、
依
他
起
性
は
種
子
識
の
因
縁
に
よ
っ
て
異
熟
し
生
成
せ
る
「
現
行
識
」
(
分
別
識
)
で
あ
っ
て
(
「
種
子
生
現
行
」
)
、
現
行

識
は
ま
た
種
子
識
を
薫
ず
る
。

(
「
現
行
薫
種
子
」
)
。

し
か
も
現
行
識
は
現
実
的
・
経
験
的
識
と
し
て
、
染
浄
和
合
、

真
妄
和
合
の
縁

起
に
あ
っ
て
生
成
し
、
認
識
を
軸
と
し
て
日
常
的
生
活
と
言
行
を
可
能
な
ら
し
め
る
。

し
か
も
日
常
性
に
あ
っ
て
は
、
愚
夫
の
こ
の
識

は
世
間
的
、
煩
悩
識
で
あ
っ
て
、
凡
夫
の
生
活
知
で
あ
り
、
迷
妄
も
悪
性
も
含
ん
で
い
る
。

し
か
し
こ
の
根
源
に
は
、
空
性
を
介
し
、

「
転
依
」
に
よ
っ
て
、
凡
夫
も
聖
者
の
悟
道
に
入
る
。

こ
の
占
小
で
、

「
依
他
起
性
」
は
現
行
識
(
分
別
識
)
に
し
て
、

「
同
時
に
」
空

に
な
り
た
つ
円
成
実
性
へ
と
超
脱
す
る
こ
と
の
可
能
性
に
あ
り
、
良
心
と
自
由
意
志
と
無
分
別
智
を
根
源
と
し
て
有
す
る
ロ

し
た
が
っ

て、

こ
の
空
智
は
「
分
別
知
即
無
分
別
智
」

の
「
即
」
構
造
を
有
す
る
。

②
「
遍
計
所
執
性
」
(
百
円
出
向
山
}
1
z
'寄
与
「
仰
ぐ
と
(
偏
ね
く
計
ら
い
思
い
、
迷
い
、
心
の
執
着
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
、
妄
想
さ
れ
た

白
性
(
実
体
)
で
あ
る
。
〉
こ
れ
は
、
意
執
に
よ
っ
て
煩
悩
を
生
ず
る
と
こ
ろ
の
、
マ
ナ
識
に
よ
っ
て
、
我
執
・
法
執
に
陥
り
、
ま
た
第

六
識
の
鹿
妄
分
別
(
非
量
)
に
よ
っ
て
誤
っ
て
分
別
さ
れ
た
境
で
あ
り
、
迷
妄
的
自
性
の
在
り
方
(
妄
有
)
を
も
っ
。

ま
た
、
言
語
に

よ
っ
て
、

ま
た
構
想
力
に
よ
っ
て
、
思
弁
さ
れ
、
概
念
化
さ
れ
て
実
体
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ
は
独
影
境
に
あ
る
迷
妄
の
世
界
の
本
性

で
あ
り
、

い
わ
ば
、
主
観
的
な
仮
象
の
世
界
で
あ
る
。
そ
し
て
種
々
の
縁
か
ら
生
じ
た
無
実
体
の
存
在
が
、

「
実
体
」

(ωgrES(ω)唱

g
g
E
5
2
(
叫
)
)
と
誤
認
さ
れ
て
い
る
。

思
う
に
、

ア

l
ラ
ヤ
識
内
の
迷
妄
種
子
識
は
現
行
識
を
迷
妄
識
と
し
て
生
み
、

こ
の
迷
妄
現
行
識
が
種
子
を
薫
じ
て
迷
妄
種
子
識
と

な
っ
て
、
再
び
他
の
迷
妄
種
子
を
生
ぜ
し
め
る
。
も
し
こ
の
循
環
的
限
定
が
、

こ
の
よ
う
に
必
然
的
に
決
定
す
る
限
り
、
人
の
世
は
虚



妄
意
識
(
第
六
〉
・
迷
妄
マ
ナ
識
と
悪
行
の
政
骨
粗
す
る
修
羅
の
世
界
と
化
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

し
か
し
、

た
と
え
虚
妄
分
別
に
染
汚

さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
現
行
識
の
根
拠
に
、
良
心
と
自
由
決
断
の
選
択
意
志
が
あ
れ
ば
、
我
執
・
法
執
は
浄
化
さ
れ
て
、

「
我
法
二

(
た
だ
し
、
唯
識
で
は
、
現
行
識
の
自
由
主
体
的
意
志
を
語
る
こ
と
は
乏
し
い
。
し
か
し
仏
教
で
は

ω
 

「
聞
思
修
慧
」
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
。
)
そ
こ
に
は
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
の
原
理
が
要
請
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
転
依
の
可
能
性
は
「
機

法
一
体
」
の
仏
性
の
現
成
に
あ
る
と
確
証
さ
れ
確
認
さ
れ
る
。

-
空
」
を
生
ず
る
に
ち
が
い
な
い
。

こ
こ
に
解
脱
に
よ
る
、

菩
提
と
浬
繋
の
修
得
に
あ
っ
て
、
真
如
へ
の
修

道
は
、
円
成
実
性
に
お
け
る
大
円
鏡
智
(
無
分
別
智
)
の
転
得
に
あ
る
。

③
「
円
成
実
性
」
(
宮
巳
巳
宅

2
5・ω
g
r
r仰
ぐ
と
(
こ
の
語
は
円
満
・
成
就
・
真
実
(
玄
突
訳
)
の
本
質
を
い
う
。
ま
た
真
実
相
、
完
成

さ
れ
た
究
極
者
と
も
い
う
。
)
こ
の
性
は
清
浄
ア

l
ラ
ヤ
識
に
よ
っ
て
(
無
為
の
)
性
境
に
対
応
し
、
「
分
別
知
即
無
分
別
智
」
に
よ
る

悟
道
の
世
界
の
本
性
(
無
自
性
)
を
い
う
。
そ
れ
は
、

い
わ
ば
無
分
別
智
(
大
円
鏡
智
〉
と
そ
れ
に
志
向
さ
れ
た
無
為
性
境
た
る
瓦
如

(
真
有
〉
で
あ
り
、
し
か
も
両
者
が
一
如
で
あ
り
、
主
客
一
体
で
あ
る
本
体
的
な
真
実
の
世
界
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

心
そ
の
も
の
は
、

そ
れ
が
完
成
さ
れ
た
識
で
あ
る
と
し
て
も
、

こ
れ
は
空
で
あ
る
と
徹
底
的
に
断
言
す
る

そ
の
存
在
性
ま
で
も
空
却
さ
れ
超
脱
さ
れ
て
、

こ
と
は
で
き
な
い
。
空
に
執
着
す
れ
ば
、
未
だ
真
の
空
で
は
な
い
。
真
の
空
は
「
空
亦
復
空
」
令
中
論
』
)
で
あ
る
。
但
し
、
円
成
実
性

は
ゴ
一
性
の
完
全
成
熟
体
と
し
て
あ
る
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
問
題
は
残
る
。

し
か
し
、
円
成
実
性
は
三
性
に
あ
っ
て
、
三
性
と
「
三
無
性
」

と
の
媒
介
的
関
係
の
在
り
方
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
有
為
の
性
質
を
徹
見
す
る
立
場
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
円
成
実
性
は
三
性

認識の真理性

と
三
無
性
と
を
相
互
に
媒
介
せ
し
め
、
異
次
元
的
な
両
性
を
「
即
」
構
造
へ
と
導
入
す
る
点
で
、
重
要
な
働
き
と
意
義
を
有
す
る
。
そ

れ
は
、

一
方
で
は
、
依
他
起
性
(
現
実
性
、
仮
有
)
を
土
台
と
し
て
踏
え
な
が
ら
、
遍
計
所
執
性
(
虚
無
性
、
妄
有
)
を
拒
否
し
、
同

時
に
、
他
方
で
は
、
真
如
と
し
て
の
真
実
体
(
真
有
)
を
実
現
せ
る
識
と
し
て
、
空
性
を
本
質
と
す
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
「
分
別
知

三
無
性
と
の
相
関
々
係
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

即
無
分
別
智
」

に
基
づ
い
て
い
る
。

一
ニ
性
の
内
部
関
係
を
考
え
、

こ
こ
に
、
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ω
 

「
円
成
実
性
」
は
「
円
満
・
成
就
・
真
実
の
三
義
」
を
具
有
す
る
不
生
不
滅
の
「
無
為
真
如
」

(
無
為
無
漏
の
み
な
る
真
如
)
で
あ

22 

る
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
。
唯
識
論
で
は
、
依
他
起
性
(
因
縁
に
よ
り
生
ず
る
現
実
的
な
る
諸
識
)

(
仮
有
〉
の
上
に
は
、
遍
計
所
執
性
(
実
在

と
誤
認
さ
れ
た
非
実
在
者
)

(
妄
有
)
が
存
在
し
な
い
と
い
う
真
理
を
と
く
。

し
か
し
、
依
他
起
性
に
は
、
円
成
実
性
(
真
有
)
が
厳

然
と
し
て
存
立
し
て
深
い
関
係
に
あ
る
。
遍
計
所
執
性
は
妄
有
で
あ
り
、
依
他
起
性
と
円
成
実
性
と
は
妙
有
で
あ
っ
て
、
妙
有
真
空
の

性
相
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
真
有
の
覚
醒
な
け
れ
ば
、
仮
有
の
本
質
は
了
解
さ
れ
得
ず
、

ま
し
て
妄
有
を
打
破
し
否
定
し
得
な
い
。

し
か
も
、
ゴ
一
者
は
各
々
特
性
を
有
し
、
異
な
る
が
、
相
互
に
限
定
し
、
依
存
す
る
関
係
に
あ
る
。

し
か
も
ゴ
一
性
の
う
ち
に
あ
げ
ら
れ
た
円
成
実
性
は
、

他
の
二
者
と
区
別
さ
れ
て
、

四
聖
に
具
わ
る
と
し
て
も
、

一
二
性
の
次
元
の
点

で
、
他
の
二
性
の
残
照
や
残
余
を
有
し
、

「
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
」
の
三
者
に
所
属
す
る
。
そ
れ
は
未
だ
色
身
の
生
命
を
有
し
、
病
気

も
す
る
聖
者
と
思
わ
れ
る
。
完
全
解
脱
は
色
身
を
超
絶
せ
し
仏
に
は
あ
り
得
る
も
、
三
性
の
内
の
一
つ
と
し
て
定
位
さ
れ
る
場
合
、
そ

れ
は
「
菩
薩
」

(
聖
者
)
に
お
け
る
解
脱
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
仏
の
完
全
解
脱
に
対
し
て
は
、
身
心
に
基
づ
く
不
完
全
な
解

脱
に
あ
る
と
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
日
六
身
性
に
お
い
て
は
二
性
に
通
じ
、

心
識
性
に
お
い
て
は
無
性
に
通
ず
る
。

一
体
、
依
他
起
性

は
遍
計
所
執
性
と
円
成
実
性
と
の
対
立
せ
る
両
極
の
中
間
に
位
す
る
。
そ
し
て
二
分
さ
れ
て
、
染
分
依
他
起
性
と
浄
分
依
他
起
性
と
の

両
極
を
な
す
。
前
者
は
遍
計
所
執
性
に
連
結
し
、
煩
悩
、
苦
悩
、
誤
謬
の
凡
夫
に
陥
る
が
、
後
者
は
円
成
実
性
に
直
接
し
て
、
明
智
、
真

理
、
信
楽
の
聖
者
に
至
る
。
こ
の
現
実
界
は
依
他
起
性
(
縁
起
の
現
象
界
)
で
あ
る
。
人
は
依
他
起
性
に
あ
る
も
、
虚
妄
分
別
に
陥
れ

ば
、
遍
計
所
執
性
に
転
落
し
、

無
分
別
智
を
得
れ
ば
、
円
成
実
性
に
達
す
る
。

し
か
し
三
者
は
不
離
不
即
の
関
係
に
あ
っ
て
未
だ
現
象

界
に
所
属
し
、
迷
と
悟
と
は
表
裏
に
相
即
す
る
。

し
か
も
空
観
に
即
し
て
み
れ
ば
、
コ
一
性
は
未
だ
現
象
生
活
に
属
し
、
未
だ
完
全
に
は

無
自
性
に
所
属
し
な
い
。

し
か
し
、

そ
れ
が
完
全
に
空
で
あ
る
も
の
は
、
三
性
に
相
即
し
対
応
す
る
「
三
無
性
」
で
あ
る
。
三
性
は
、

空
性
に
基
づ
い
て
無
分
別
智
を
得
れ
ば
、
円
成
実
性
の
媒
介
に
よ
っ
て
、
同
時
に
「
三
無
性
」

(
相
無
性
、
生
無
性
、
勝
義
無
性
)
で



楠
附

あ
る
。
け
だ
し
、
円
成
実
性
は
、

こ
の
媒
八
八
者
の
点
で
、
一
ニ
性
の
う
ち
に
内
在
す
る
と
同
時
に
、
コ
一
無
性
へ
と
超
越
す
る
か
ら
、

内

在
即
超
在
」

の
構
造
を
も
っ
c

一体、

心
そ
の
も
の
が
完
成
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
存
在
性
(
身
心
的
生
存
性
〉
ま
で
空
却
さ
れ
超

脱
さ
れ
て
、

そ
れ
に
徹
す
る
こ
と
は
甚
だ
至
難
で
あ
る
c

こ
の
占
山
で
、

f1U 
え

全
き
空
で
あ
る
こ
と
は
身
心
的
生
存
者
に
は
乏
し
く
、

ば
、
釈
尊
ハ
最
高
の
菩
躍
〉
さ
え
生
存
中
で
は
、
食
事
を
し
住
所
に
住
み
、
生
理
に
し
た
が
い
病
気
も
患
う
。
そ
れ
が
縁
起
に
従
い
、

同
時
に
一
如
で
あ
る
空
の
本
性
で
あ
る
。

ハ
思
う
に
、
円
成
実
性
は
一
一
一
牲
の
舟
在
界
に
あ
っ
て
は
、
潜
勢
的
に
し
て
、
他
の
二
性
が
優

勢
で
あ
る
が
、

し
か
し
超
在
界
に
あ
っ
て
は
、
顕
勢
的
で
あ
っ
て
一
ニ
無
性
に
連
結
し
、
勝
義
無
性
と
一
一
日
わ
れ
、

そ
れ
自
体
と
し
て
は
、

「
内
在
郎
超
在
」
に
あ
っ
て
、

の
在
り
方
を
有
す
る
と
も
窺
わ
れ
る
。
)

し
か
し
空
観
に
徹
見
す
れ
ば
、

一
一
性
は
同

「
港
勢
即
顕
勢
」

時
に
不
離
相
即
に
し
て
一
如
に
あ
っ
て
、

珂
極
に
あ
っ
て
ニ
分
・
対

「一一一無性」

「
自
性
即
無
自
性
」

で
あ
る
。

両
者
は

と
し
て
、

立
し
、

ハ
即
〉
一
一
一
無
性
で
あ
り
、

同
時
に
不
離
相
即
の
関
係
に
あ
っ
て
一
如
・
一
体
的
で
め
る
。

す
な
わ
ち
、

一一性は

「
同
時
に
い

「
即
」
構
造
に
あ
る
。
そ
れ
が
「
唯
識
・
中
道
」
で
あ
る
。

「
況
や
自
ら
廻
向
し
て
、
真

こ
に
白
限
の
次
の
匂
が
思
い
出
さ
れ
る
。

に
自
性
を
証
す
れ
ば
、
自
性
即
ち
無
性
に
て
、
己
に
戯
論
を
離
れ
た
り
。
」

(
「
坐
禅
和
讃
』
)
と
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
一
一
無
性
と
は
、
一
ニ
性
が
空
性
に
よ
っ
て
、
そ
の
虚
妄
な
自
性
の
性
栢
が
否
定
さ
れ
て
、
実
実
性
(
内
成
実
性
)
が
表
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
を
さ
性
の
順
次
に
そ
っ
て
述
べ
れ
ば
、
一
一
一
無
性
と
は
、

「
相
無
性
・
生
無
性
・
勝
義
無
性
」
の
一
一
一
者

を
い
う
。

一
体
、
一
端
計
所
執
性
は
、
経
験
界
ハ
現
象
界
〉
の
存
立
の
在
り
方
を
い
う
「
柏
」

(
r
r
g宮
)
(
様
相
、
特
質
、
妄
想
さ
れ
た

理性

自
性
〉
を
有
す
る
が
、
そ
の
欠
如
態
が
「
相
無
性
」
ハ

F
E
S守
口
手

ω
5
5守
主
的
。
で
あ
る
。
け
だ
し
、
遍
計
所
執
性
の
そ
の
現
相
は
虚

妄
に
分
別
さ
れ
て
い
る
が
、
相
無
性
は
そ
の
相
な
く
特
質
な
き
も
の
で
あ
る
。
依
抱
起
性
は
、
自
己
の
力
に
よ
ら
ず
、
他
者
の
力
に
よ

認識の

っ
て
因
縁
の
因
果
性
に
よ
る
「
生
」
〈
生
起
)
の
生
き
方
に
あ
る
が
、
縁
起
と
因
縁
を
超
え
、
そ
の
縁
生
〈
自
然
生
〉
ハ

2
a
p但
ケ
『
仰
ぐ
る

「
生
無
性
」
ハ
三
官
三
・
三
官
g
r
y仰
ぐ
誌
と
と
呼
ば
れ
る
。
内
成
耐
火
性
は
「
勝
義
」
ハ
宮
3
2同門吾州凶〉

が
空
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
点
で
、

23 



(
究
極
的
真
理
、
す
な
わ
ち
真
如
)
の
点
で
、
各
々
の
一
切
法
の
無
自
性
に
し
て
空
を
本
質
と
す
る
か
ら
、

「
勝
義
の
無
自
性
」
(
宮
E
・

24 

日
常
岳
山

'
E
f
s
r
r凶
4
m
g
)
と
い
わ
れ
る
。
認
識
の
仕
方
か
ら
み
れ
ば
、
第
一
の
遍
計
所
執
性
は
、
客
観
の
相
分
(
対
象
界
)
、
第
二
の

依
他
起
性
は
主
観
の
見
分
(
認
識
作
用
)
で
あ
っ
て
、
第
三
の
円
成
実
性
は
「
見
分
!
相
八
刀
」
の
対
立
を
超
え
た
絶
対
界
で
あ
り
、
相

ω
 

真
如
の
真
理
で
あ
る
の
で
、
勝
義
無
性
で
あ
る
。

無
き
第
一
の
性
で
も
、
生
無
き
第
二
の
性
で
も
な
く
、

こ
れ
を
要
す
る
に
、
「
空
観
」
で
は
、
縁
起
の
本
質
構
造
は
「
非
有
・
非
無
」

の
空
・
中
道
に
し
て
、
「
自
性
即
無
自
性
」

の
「
即
」
・

中
道
に
成
立
す
る
が
、

「
唯
識
論
」
で
は
縁
起
は
心
識
に
還
元
さ
れ
る
。

こ
こ
に
〈
一
方
で
は
て

縁
起
を
な
す
依
他
起
性
を
中
核
と

し
土
台
と
し
て
、

し
か
も
遍
計
所
執
性
(
染
分
依
他
起
性
)
と
円
成
実
性
(
浄
分
依
他
起
性
)
の
両
極
と
、

そ
の
中
核
た
る
依
他
起
性

と
の
三
者
は
、
相
互
限
定
的
・
相
互
依
存
的
関
係
構
造
を
な
し
、

「
三
自
性
」
と
し
て
存
立
す
る
。

し
か
も
三
性
は
三
つ
の
自
性
の
識

的
在
り
方
と
し
て
は
空
・
中
道
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
依
他
起
性
(
仮
有
)
は
遍
計
所
執
性
(
妄
有
)
と
円
成
実
性
(
真
有
)
と
の
対

立
す
る
両
極
の
間
(
内
在
〉
に
あ
っ
て
、

そ
れ
を
垂
直
に
超
え
て
中
極
(
超
在
)

を
な
し
、

こ
こ
に
空
・
中
道
を
現
成
す
る
。

そ
の

空
・
中
道
は
ま
た
「
自
性
即
無
自
性
」
に
し
て
、
同
時
に
識
に
お
い
て
は
「
分
別
知
即
無
分
別
智
」

の
空
・
中
道
で
あ
る
口

し
か
も
、

〈
他
方
で
は
〉
こ
れ
と
同
時
に
、

こ
の
一
二
性
は
空
性
に
基
づ
く
「
三
無
性
」

(
相
無
性
・
生
無
性
・
勝
義
無
性
〉
で
あ
っ

て、

こ
の
三
無
性
は
、
生
無
性
を
中
核
と
し
両
極
の
中
極
に
あ
っ
て
、

ま
た
相
即
不
離
の
関
係
構
造
を
有
す
る
空
・
中
道
に
あ
る
。

台、

く
し
て
、

こ
の
三
性
(
経
験
的
、
内
在
的
現
象
界
)
と
ゴ
一
無
性
(
超
経
験
的
、
超
在
的
可
想
界
)
と
は
、
空
・
中
道
を
根
拠
と
し
て
、

「
ゴ
一
性
即
一
二
無
性
」

の
「
即
」
構
造
を
な
し
て
「
唯
識
・
中
道
」
が
存
立
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
唯
識
で
は
、
仙
川
「
三
性
」
に
お
け
る

(
依
他
起
性
を
中
極
と
す
る
両
極
(
染
分
・
浄
八
刀
)
相
関
の
)
空
・
中
道
、

ω
「
三
無
性
」
に
お
け
る
(
生
無
性
を
中
心
と
す
る
両
極

相
関
の
)
空
・
中
道
、

そ
し
て

ω
「
三
性
即
コ
一
無
性
」
に
お
け
る
空
・
中
道
と
し
て
の
「
唯
識
・
中
道
」
が
成
立
す
る
。
そ
こ
に
は
、

二
重
の
空
・
中
道
が
成
立
す
る
。

し
か
も
、

こ
の
三
重
の
空
・
中
道
に
は
、
三
者
の
相
互
限
定
的
l

相
互
依
存
的
関
係
が
「
即
L

構
造



と
し
て
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
を
智
恵
の
夜
り
ガ
よ
、
り
み
れ
ば
「
分
別
知
郎
無
分
別
加
智
」
と
し
て
見
出
さ
れ
る
。

(註〉
、t
，r
噌

a-a

J
S
1

、

「
非
一
議
計
一
所
執
性
・
非
同
成
実
性
L

の
抜
組
組
性
!
空
・
中
道
で
あ
り
、
依
他
組
性
ハ
叙
有
〉
の
本
質
は

性
・
中
道
は

ゴ
加
計
〈
部
〉
円
成
」

ハ
妄
有
郎
真
有
〉
の
「
潟
三
中
道
で
あ
る
。

(2) 

三
無
性
・
中
道
は
「
穿
椙
無
性
・
非
勝
義
無
性
」
の
生
無
性
1

空
・
中
道
で
あ
り
、
生
無
性
の
本
質
は
「
椙
無
性
八
郎
〉
勝

義
無
性
い
の
「
郎
」
・
中
道
で
あ
る
。

(3) 
道
で
あ
る

唯
識
・
中
道
は
「
非
一
一
一
性
・
非
一
一
一
無
性
」
の

-
中
道
で
あ
り
、
唯
識
性
の
本
質
は
「
一
一
…
性
八
郎
〉
一
一
一
無
投
」
の
「
郎
仰
い
中

間
み
に
、
唯
識
・
中
道
で
は
、
一
一
一
性
に
あ
っ
て
一
一
一
者
を
相
対
せ
し
め
て
、

一
つ
の
中
遊
の
義
を
立
て
る
も
の
は
、

「一一一性対詔一

の
中
道
」
と

れ
、
一
一
…
性
の
各
々
に
中
道
の
義
あ
り
と
す
る
も
の
は
、

わ
れ
る
。

「
一
法
中
道
い

こ
の
「
一
二
性
対
望
の
中
道
」
の
形
相
は
、
一
二
性
を
な
す
「
妄
脊
・
仮
有
・
宣
一
(
有
L

の
重
点
の
お
き
方
の
相
違
に
よ
り
、

者
・
非
仮
者
い
の
真
有
!
空
・
中
道
と
す
る
も
、
ま
た
「
非
妄
有
。
非
仮
有
!
非
真
有
」
の
空
・
中
道
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

「
非
妄

る
。
け
だ
し
選
計
ハ
妄
有
〉
は
安
執

ιあ
っ
て

で
め
る
が
、
依
他
ハ
舷
有
〉
と
門
成
ハ
真
有
〉
は
、
事
組
と
理
体
と
の
不
離

穏
期
に
あ
る
妙
有
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ま
た
「
妄
有
部
仮
有
郎
真
脊
」
の
コ
二
性
に
お
け
る
相
互
限
定
的
!
相
互
依

認識の真現性

存
的
関
係
と
、
そ
の
非
即
祐
部
的
相
関
性
に

性
・
中
道
い
を
見
出
す

と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は

「
非
加
加
山
・
非
脊
い
の
中
道
、
す
な
わ
ち
「
縁
起
i
空
・
中
滋
い
の
原
点
に
射
っ
て
、

「
弗
妄
脊
・
弗
真
脊
L

の
依
脊
l
担
。
中
道

の
形
相
を
も
っ
て
、
三
性
む
中
道
を
示
し
て
お
く
。

上
述
で
、
唯
識
・
中
道
が
一
瞥
さ
れ
た
が
、

一
切
の
現
象
体
を
産
出
す
る
の
は
、
最
高
原
理
の
ア
!
日
ブ
ヤ
識

一
切
の
識
を
包
識
し
、

25 



で
あ
る
。
こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、

ア
l
ラ
ヤ
識
の
本
質
と
在
り
方
に
つ
い
て
、
そ
の
中
道
性
を
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。

26 

ア
l
ラ
ヤ
識
は
難
問
の
多
い
(
種
子
)
形
而
上
学
の
中
核
に
あ
り
、
同
時
に
(
転
識
)
認
識
論
的
立
場
の
中
軸
に
立
っ
て
い
る
。

①
こ
の
形
市
上
学
的
立
場
で
は
、

ア
l
ラ
ヤ
識
は
包
摂
す
る
種
子
に
基
づ
き
、
万
有
の
産
出
作
用
の
妙
力
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
、

万
象
の
第
一
原
因
、
世
界
創
始
者
、
そ
し
て
「
所
縁
の
三
境
」

の
産
出
、
輪
廻
転
生
の
主
体
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、

ま
た
一
切

識
(
転
識
)

の
異
熟
転
変
の
実
現
の
可
能
体
で
あ
る
。

こ
の
占
小
で
は
、

ア
l
ラ
ヤ
識
は
現
象
界
を
超
え
る
可
想
界
に
関
わ
り
、
形
市
上

学
的
で
あ
る
が
、
認
識
論
的
立
場
で
は
認
識
の
最
高
原
理
と
し
て
内
在
的
な
現
象
界
を
構
成
し
創
設
す
る
。

②
ア

i
ラ
ヤ
識
は
、
認
識
論
的
立
場
に
あ
っ
て
は
、
各
々
の
転
識
の
そ
の
認
識
能
力
と
有
為
的
性
境
へ
の
志
向
的
関
係
を
有
す
る
が
、

そ
の
関
係
構
造
に
関
し
て
は
、
先
き
に
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
認
識
構
造
を
詳
論
し
た
が
、
そ
れ
は
ア
l
ラ
ヤ
識
の
超
越
的
に
し
て
、
同

時
に
内
在
的
構
造
を
開
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
ア
l
ラ
ヤ
識
は
、
唯
識
世
界
に
あ
っ
て
、
超
在
と
内
在
と
の
二
重
性
を
有
し
、

両
者
の
「
超
在
即
内
在
」

の
相
即
的
・
相
依
的
関
係
の
中
核
と
し
て
働
く
。
そ
れ
は
「
中
論
』
に
述
べ
る
ご
と
く
、
そ
の
本
性
に
お
い

凶

「
如
来
本
性
〈
即
〉
世
間
本
性
」
の
中
道
に
み
え
る
「
超
在
即
内
在
L

の
「
即
」
構
造
を
示
し
、
そ
の
媒
介
的
・
統
合
的
中
極
に

てあ
る
。
そ
れ
は
ま
た
「
非
超
在
・
非
内
在
」

の
空
・
中
道
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
ア
l
ラ
ヤ
識
の
機
能
の
も
と
に
、
唯
識
・
中
道
に
お

い
て
も
、

「
非
見
分
・
非
相
分
」

の
空
・
中
道
が
、
具
象
的
活
動
の
識
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
う
る
。
例
え
ば
、

そ
こ
に
「
非
分
別
知
・

非
無
分
別
智
」

の
中
道
、

「
非
三
性
・
非
三
無
性
」

の
中
道
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、

ア
l
ラ
ヤ
識
の
「
非
超
在
・
非
内
在
」

の
中
道
に

お
い
て
、
超
在
の
方
向
に
究
極
す
る
も
の
は
、
最
清
浄
ア
l
ラ
ヤ
識
(
真
諦
司

p
g
g骨
子
ω
の
い
う

m
E
E
F
(無
垢
)
識
)
を
作
用
と

す
る
「
真
如
」

で
あ
り
(
唯
識
論
は
「
大
乗
起
信
論
』
の
と
く
「
真
如
縁
起
説
」

で
は
な
く
、
転
依
に
よ
る
実
践
的
信
行
の
目
的
論
に

お
い
て
真
如
を
要
請
す
る
が
)
、
そ
の
深
い
内
底
の
方
向
に
は
、
染
汚
ア
l
ラ
ヤ
識
の
根
底
に
隠
れ
潜
む

「
無
明
」

が
あ
る
。

そ
し
て

種
子
界
で
は
、
清
浄
種
子
と
染
汚
極
子
と
の
和
合
と
葛
藤
、
共
存
と
分
裂
が
窺
わ
れ
る
。
空
観
は
「
如
来
本
性
〈
即
〉
世
間
本
性
」

の



「
即
」
構
造
を
と
く
が
、
こ
の
内
工
性
の
原
理
の
も
と
に
、

「
真
如
即
無
明
」

の
「
即
」
中
道
が
開
示
さ
れ
る
。
そ
こ
に
「
染
浄
和
合
ア

!
ラ
ヤ
識
」

「
非
有
漏
・
非
無
漏
」

唯
識
界
を
作
動
せ
し
め

の
空
・
中
道
に
あ
っ
て
、

諸
の
清
浄
種
子
と
染
汚
種
子
を
包
越
し
、

t工

て
、
生
成
転
変
す
る
も
の
と
窺
わ
れ
る
。
こ
の
「
即
」
作
動
の
根
源
は
、

(
批
判
・
中
道
の
原
理
〉
を
本
質
と
す

「
自
由
l

超
越
性
」

る
唯
一
最
高
原
理
に
あ
る
ア
l
ラ
ヤ
識
で
あ
る
。
そ
れ
は
空
性
の
原
理
の
も
と
に
あ
る
両
極
の
中
極
(
中
核
)
で
あ
り
、
そ
の
中
極
に

基
づ
く
軌
道
、
道
理
、
規
範
が
中
道
で
あ
る
。
そ
し
て
「
唯
識
・
中
道
」
は
「
三
性
即
三
無
性
」
と
し
て
示
さ
れ
る
。

思
う
に
、

「
無
覆
無
記
」

と
し
て
有
漏
種
子
も
無
漏
種
子
も
共
に
、

自
己
の
中
に
包
摂
し
包
越
す
る
が
、

ア
l
ラ
ヤ
識
は

そ
れ
は

「
非
有
漏
種
子
・
非
無
漏
種
子
」

の
空
・
中
道
(
消
極
的
中
道
〉
に
基
づ
く
と
同
時
に
、

「
有
漏
種
子
〈
即
〉
無
漏
種
子
」

の
「
即
」

中
道
(
積
極
的
中
道
)

に
成
り
た
っ
て
い
る
。

こ
の
中
性
に
し
て
空
性
を
原
理
と
す
る
中
道
を
本
質
と
す
る
包
越
的

l
根
源
識
が
、

ア
i
ラ
ヤ
識
で
あ
る
。
こ
の
ア
l
ラ
ヤ
識
の
空
・
中
道
の
基
に
、
唯
識
・
中
道
は
「
三
性
即
三
無
性
」
と
し
て
開
示
さ
れ
る
。
そ
こ
に

「
見
分
識
即
相
分
境
」

「
心
識
即
性
境
」

「
分
別
知
即
無
分
別
智
」

「
有
為
性
境
即
無
為
性
境
」

の
「
即
」
中
道
が
、
こ
の
唯
識
・
中

道
に
基
づ
い
て
可
能
と
な
る
。
唯
識
論
で
は
、

ア
I
ラ
ヤ
識
を
「
染
浄
和
合
識
」

(
真
妄
和
合
識
)
と
と
き
、
種
子
の
正
反
価
値
の
和

合
を
と
く
。

し
か
し
有
漏
種
子
と
無
漏
種
子
と
は
、
単
な
る
和
合
で
あ
る
の
で
は
な
く
し
て
、

「
対
立
と
共
存
」

「
分
裂
と
協
力
」
に

あ
る
。

し
か
も
両
者
は
相
互
限
定
と
相
互
依
存
と
の
「
即
」
構
造
に
あ
っ
て
、
空
・
中
道
を
原
理
と
し
て
躍
動
す
る
。

し
て
み
れ
ば
、

現
行
法
の
現
象
界
に
お
け
る
一
切
法
は
空
・
中
道
、
唯
識
・
中
道
を
根
本
原
理
と
し
て
成
立
す
る
が
、
こ
の
根
源
的

l
超
越
的
心
識

認識の真理性

で
あ
る
ア
l
ラ
ヤ
識
は
、
こ
の
一
切
法
の
多
様
多
義
な
る
中
道
を
包
越
し
統
合
し
可
能
な
ら
し
め
る
「
根
源
的
中
道
」
を
、
自
己
の
本

質
と
し
原
理
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、

わ
れ
わ
れ
は
唯
識
・
中
道
の
「
即
」
構
造
を
種
々
に
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
節
さ
れ
た
各
々
の
構
造
の
成
素
間
に
成
り

た
つ
「
即
L

講
造
を
概
括
し
て
示
し
て
み
る
。
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唯
識
・
中
道
は
「
三
性
即
ゴ
一
無
性
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

「
三
性
」
と
は
「
三
つ
の
自
性
」

で
あ
り
、

「
三
無
性
」
と
は
「
三
つ

の
無
自
性
」
を
い
う
。
そ
し
て

「
三
性
即
三
無
性
」

の
唯
識
・
中
道
(
ま
た
は
「
非
三
性
・
非
三
無
性
」

の
空
・
中
道
)
は

「
自
性

即
無
(
自
)
性
」

(
白
隠
)

の
悟
道
に
お
い
て
、

唯
識
の

「
認
識
論
と
形
市
上
学
」

と
の
相
互
限
定
的
、

相
互
依
存
的
相
関
性
に
あ

っ
て
、

「
即
」
構
造
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ア

1
ラ
ヤ
識
を
中
極
と
す
る
「
認
識
即
解
脱
」

の
空
・
中
道
に
基
づ
く
。

し
た
が
っ
て

唯
識
論
は
二
つ
の
対
立
し
、

同
時
に
相
関
す
る
学
的
立
場
に
立
っ
て
究
明
し
、

各
々
の
内
部
構
造
と
両
者
の
相
関
構
造
が
解
明
さ
れ

る
。
唯
識
論
は
、
現
象
界
と
可
想
界
と
の
異
質
的
・
異
次
元
的
相
違
を
な
す
世
界
を
場
と
し
て
、

こ
の
識
二
克
化
さ
れ
た
世
界
の
認
識

と
真
理
と
、
同
時
に
転
依
と
解
脱
と
の
本
質
を
究
明
す
る
。

し
た
が
っ
て
唯
識
論
は
「
認
識
論
〈
即
〉
形
而
上
学
」
と
し
て
の
、
両
極

の
対
立
と
統
合
に
な
り
た
つ

.eP 

中
道
に
あ
る
。

こ
こ
に
唯
識
論
は

「
認
識
論
」

の
立
場
と

「
形
而
上
学
」

の
立
場
と
に
区
別
さ

れ
、
そ
の
両
極
の
相
即
的
関
係
に
あ
る
「
即
」
中
道
が
究
明
さ
れ
る
。

(2) 

認
識
論
の
立
場

認
識
の
可
能
性
は
、
心
識
と
対
象
と
の
対
立
と
相
関
に
あ
っ
て
、
両
者
の

「
即
」
構
造
に
あ
り
、
そ
こ
に
真
理
は
現
成
す
る
。
す
な

わ
ち
、

「
心
識
即
性
境
(
対
象
〉
」

の

「
即
」
・
中
道
に
、

認
識
は
可
能
で
あ
る
。

そ
こ
に
、

唯
識
は

「
能
縁
即
所
縁
」

(
主
観
即
客

観

)

(

山

F
B
E
E
-
己
記
H

岳
山
口
也
、

「
見
分
即
相
八
万
」
(
認
識
能
力
即
認
識
内
容
・
対
象
)
(
ω
g
r
r
r
ω
-
J
L
g
ユr
r
r岱
)
(
さ
ら
に
「
見

分
・
相
分
〈
即
〉
自
証
八
万

(g召
ヱ
丘
)
」
)
と
し
て
、
識
作
用
と
識
・
対
象
と
の
、

「
対
立
と
相
関
」

「
分
裂
と
相
依
」
の
関
係
構
造
に

真
理
は
開
示
さ
れ
る
。

「
心
識
と
対
象
」



川

w心
識
に
お
け
る

ハ
「
見
分
・
相
分
〈
郎
〉
自
証
分
」
〉

に
あ
る
。

す
な
わ

「
見
分
即
担
分
」

に
あ
る
諸
識
は
、

「
転
識
m
仰
木
識
」

ち、

「
感
覚
識
・
(
第
六
)
意
識
・
マ
ナ
識
〈
郎
〉
ア
!
ラ
ヤ
識
」
の
内
部
構
造
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
心
識
に
は
「
正
常
と
虚
妄
」
ハ
無

器
と
右
漏
)
と
が
あ
る
が
、
両
者
の
「
無
漏
見
分
〈
即
〉
有
議
見
分
」
の
「
郎
」
中
道
に
、
見
分
は
認
識
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
そ
れ

は
ま
た
智
慧
に
お
い
て
は
、

「
分
別
知
郎
無
分
別
智
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

ω対
象
に
お
い
て
は
、
そ
の
性
境
は
「
有
為
と
無
為
」
と
に
区
別
さ
れ
る
が
、
問
時
に
両
者
の
相
依
相
関
に
あ
っ
て
、

「
有
為
性
境

〈
即
〉
無
為
性
境
」
と
し
て
存
立
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
「
相
分
」
に
お
い
て
は
、
「
影
像
担
分
境
〈
郎
〉
本
質
相
分
境
」
と
し
て
「
即
」

構
造
を
有
す
る
。
性
境
(
相
分
境
)
は
「
有
為
と
無
為
」
の
区
別
に
あ
っ
て
、
そ
の
各
々
に
「
正
常
と
虚
妄
」

っ
清
浄
と
不
浄
」
に
区

別
さ
れ
る
と
同
時
に
、
再
者
は
相
法
相
関
に
お
い
て
認
識
を
可
能
な
ら
し
め
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
心
識
と
対
象
と
は
「
正
常
識
〈
郎
〉
正
常
佳
境
」
の
「
即
」
構
造
に
、
正
常
認
識
を
可
能
な
ら
し
め
、
そ
し
て

真
理
を
現
成
ず
る
。

(3) 

形
)
向
上
学
の
立
場

超
認
識
的
な
可
想
界
(
英
智
界
)
の
探
究
は
、
形
而
上
学
の
立
場
に
あ
る
。
そ
れ
は
現
象
界
の
認
識
の
可
能
強
に
対
す
る
、
そ
の
可

想
的
根
源
の
探
究
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
探
究
は
、
現
象
的
、
現
実
的
な
る
心
識
ハ
現
行
識
)
を
基
盤
と
し
、
可
想
界
の
心
識
(
ア
i

認識の真理性

一
ブ
ヤ
識
〉
を
根
源
ハ
根
拠
〉
と
し
て
、
そ
の
高
次
元
的
な
知
的
直
観
や
純
粋
思
惟
の
推
論
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
そ
こ
に
最
高
の
真

理
と
廻
向
心
に
よ
る
真
実
体
が
現
成
す
る
。

「ア

1
ラ
ヤ
識
と
無
為
性
境
」

的
ア
1
ラ
ヤ
識
は
、

「
一
切
種
子
識
L

と
も
寸
議
識
L

わ
れ
る
よ
う
に
、
多
様
な
異
質
的
・
典
次
元
的
な
一
切
の
穂
子
を
そ

29 



の
「
無
覆
無
記
」
の
本
性
(
中
性
・
中
極
・
空
性
)
に
お
い
て
包
越
し
包
蔵
す
る
。
こ
の
認
識
不
可
能
な
根
源
識
は
、
現
象
界
と
そ
の

30 

日
常
性
に
働
く
「
現
行
識
」
を
産
出
す
る
第
一
原
因
で
あ
る
か
ら
、
現
行
識
を
手
が
か
り
と
し
て
直
観
さ
れ
、
推
論
さ
れ
る
。
こ
こ
に

産
出
さ
れ
る
現
行
識
と
産
出
す
る
種
子
識
と
は
、
相
互
限
定
的
相
依
相
関
性
に
お
い
て
「
現
行
識
即
種
子
識
」
と
し
て
、
そ
の
円
環
的

活
動
を
な
す
「
即
」
構
造
を
有
す
る
。

(
「
種
子
生
現
行
」

「
現
行
薫
種
子
」

「
種
子
生
種
子
」

の
円
環
的
相
互
限
定
的
依
存
関
係
が

現
象
界
と
可
想
界
と
の
聞
に
な
り
た
つ
。
)

ま
た
ア
l
ラ
ヤ
識
は
本
識
と
し
て
、

そ
の
種
子
識
を
内
実
と
し
て
、

諸
転
識
を
「
異
熟
転

変
」
に
よ
っ
て
生
じ
、

「
所
縁
の
一
二
境
」
を
産
出
し
、

「
輪
廻
転
生
の
主
体
」
と
し
て
両
界
に
流
転
す
る
。
そ
れ
は
、
形
而
上
学
的
探

究
に
よ
る
可
想
的
対
象
(
無
為
の
性
境
)
と
し
て
の
、

一
切
の
識
・
境
産
出
の
根
源
者
で
あ
る
。

ωこ
の
可
想
的
対
象
(
所
縁
の
ゴ
一
境
、
無
為
の
性
境
、
輪
廻
転
生
の
主
体
、
転
識
産
出
の
本
識
内
定
・
)
は
、
可
想
界
に
働
く
「
自
性

そ
の
も
の
」

(
自
体
的
存
在
)
と
し
て
、

ア
l
ラ
ヤ
識
(
種
子
識
)
の
創
生
に
よ
る
。
そ
れ
ら
は
要
す
る
に
、
内
な
る
我
と
外
な
る
法

と
の
「
我
・
法
」

(
自
我
自
体
、
自
然
自
体
、

理
法
自
体
)
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
自
性
自
体
を
対
象
化
し
実
体
化
し
て
実
在
的

な
「
実
体
」

(
可
想
的
実
体

g
Z
E
E
-
P
口。ロ
5
8
0ロ
〉
と
想
定
す
る
の
は
、

「
無
明
(
根
本
煩
悩
)
と
執
着
」
に
よ
る
虚
妄
識
の
妄

想
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
、
唯
識
の
自
証
分
は
喝
破
し
自
覚
す
る
。
こ
こ
に
虚
妄
の
対
象
(
独
影
境
、
帯
質
境
)
を
転
捨
し
、
無
為
の
性

境
を
転
得
し
、

ま
た
「
我
法
二
執
」
を
転
捨
し
、

「
我
法
二
空
」
を
転
得
す
る
の
は
、
清
浄
識
に
よ
る
空
性
の
原
理
と
空
・
中
道
に
基

づ
く
「
転
依
」
で
あ
る
。
廻
向
心
は
「
自
性
即
無
自
性
」

の
仏
智
を
得
て
戯
論
を
離
れ
て
浬
繋
に
至
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
仏
性
界

に
あ
っ
て
迷
妄
の
自
性
を
転
拾
し
、

真
実
の
無
自
性
を
転
得
す
る
こ
と
で
あ
り
、

同
時
に

「
自
性
即
無
自
性
」

の
悟
道
を
得
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
識
に
お
い
て
は
、

「
分
別
知
即
無
分
別
智
」

の
境
涯
で
あ
り
、
唯
識
・
中
道
の
境
地
で
あ
る
。

ま
た
無
為
性
境
に
あ
っ

て
は
、

「
煩
悩
即
菩
提
」

「
無
常
即
浬
喋
」

「
無
明
即
真
如
」

の
境
地
で
あ
る
。
こ
こ
に
転
依
に
よ
る
唯
識
的
実
践
の
空
智
ハ
仏
智
〉

が
聞
か
れ
て
、
廻
向
の
信
行
者
は
浬
繋
に
い
た
る
の
で
あ
る
。



こ
れ
を
要
す
る
に
、
唯
識
の
形
而
上
学
的
立
場
で
は
、

「
清
浄
ア
l
ラ
ヤ
識
〈
即
〉
無
為
性
境
L

の
「
即
L

中
道
が
窺
わ
れ
る
。

思
う
に
、

「
三
性
即
三
無
性
」
と
し
て
の
唯
識
・
中
道
は
、
認
識
論
の
立
場
と
形
而
上
学
の
立
場
と
に
区
別
さ
れ
う
る
が
、
各
々
の

立
場
の
本
質
構
造
は
、
そ
の
両
極
を
な
す
成
素
(
分
節
肢
)
の
聞
の
「
即
」
構
造
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
唯
識
論

で
は
「
認
識
論
〈
即
〉
形
而
上
学
」

ア
l
ラ
ヤ
識
を
中
極
(
中
核
)
と
し
て
、

「
認
識
の
真
理
性
」

の
「
即
」
構
造
と
そ
の
中
道
に
、

と
「
仏
智
の
浬
繋
性
」
と
が
空
性
の
原
理
に
お
い
て
「
即
」
中
道
に
可
能
と
な
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

一
体
、
唯
識
の
「
認
識
論
と
形

而
上
学
」
と
の
関
係
に
あ
っ
て
、
正
常
な
る
認
識
の
探
究
を
失
な
え
ば
、
そ
の
形
而
上
学
は
「
我
・
法
二
執
」
に
よ
っ
て
、
不
正
な
る

独
断
論
に
転
落
す
る
。
逆
に
、
真
正
な
る
可
想
的
(
英
智
的
)
真
実
体
の
確
証
を
う
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
認
識
論
は
蓋
然
論
な

い
し
懐
疑
論
に
落
ち
込
む
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
両
極
を
な
す
両
者
の
問
を
垂
直
に
超
越
す
る
中
極
の
道
(
中
道
)
と
、
そ
の
「
即
」

構
造
に
お
い
て
、
相
互
限
定
的
|
相
互
依
存
的
相
関
々
係
に
あ
る
「
認
識
論
即
形
而
上
学
」

の
確
立
は
、

ア
l
ラ
ヤ
識
を
中
軸
と
す
る

認
識
の
真
理
性
と
同
時
に
、
仏
智
の
浬
繋
性
と
を
開
示
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

い
か
な
る
形
而
上
学
が
公
正
で
あ
る
か
は
、
十
分
に
究
明
さ
れ
、

ま
た
厳
し
く
批
判

い
か
な
る
認
識
論
が
正
常
で
あ
り
、

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
唯
識
論
に
お
け
る
そ
の
認
識
論
は
、
経
験
的
・
心
理
的
原
理
に
基
づ
き
、

「
本
識
・
転
識
〈
即
〉

有
為
性
境
」

の
「
即
」
構
造
に
な
り
た
つ

ま
た
そ
の
形
而
上
学
は

「
種
子
識
〈
即
〉
無
為
性

「
経
験
的
認
識
論
」

の
確
立
に
あ
る
。

境
」
の
「
即
」
構
造
を
有
し
、
神
秘
的
な
、
生
命
・
心
霊
的
な
単
一
的
、
根
源
的
活
力
と
し
て
の
「
種
子
」

の
可
想
的
原
理
に
基
づ
く

認識の真理性

「
種
子
・
形
而
上
学
」

(
さ
ら
に
、
こ
の
段
階
を
超
え
て
、
転
依
に
よ
る
「
無
常
即
浬
繋
」
に
い
た
る
解
脱
の
道
が

の
解
明
に
あ
る
。

開
か
れ
る
。
)
こ
こ
に
、
異
質
的
異
次
元
的
な
「
経
験
的
認
識
論
」
と
「
種
子
・
形
而
上
学
」
と
は
、

ア
l
ラ
ヤ
識
を
中
核
と
し
て
、

統
合
と
関
連
が
追
究
さ
れ
企
図
さ
れ
る
。

し
か
し
か
か
る
問
題
を
抱
く
唯
識
論
に
対
し
て
、
批
判
哲
学
か
ら
は
、
厳
正
な
る
批
判
が
行

は
、
こ
の
経
験
的
認
識
論
に
対
し
て
は
、
蓋
然
論
、
さ
ら
に
は
懐
疑
論

な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

「
純
粋
理
性
の
批
判
」
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と
し
て
論
定
し
、
同
時
に
、
こ
の
種
子
・
形
而
上
学
に
は
独
断
論
と
し
て
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
に
対
し
て
は
、

「
否
定
的
批

32 

判
」
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
公
明
正
大
な
る
批
判
は
、

こ
の
両
極
端
の
聞
を
垂
直
に
超
越
す
る
そ
の
中
核
に
、

「
批
判
の
真
の
中

道」

に
立
つ
先
験
的
哲
学
を

「
肯
定
的
批
判
」

を
も
っ
て
確
立
す
る
の
で
あ
る
。

「
批
判
の
中
道
」

は.

先
天
的
原
理

(
空
間
・
時

問
、
範
晴
、
図
式
性
、
原
則
)

に
基
づ
く
「
先
験
的
(
先
天
的
・
綜
合
的
)
認
識
論
」
と
「
先
験
的
理
念
(
統
制
的
原
理
)
の
形
而
上

学
」
と
の
「
即
」
構
造
に
な
り
た
つ
高
次
元
的
な
先
験
的
哲
学
を
確
立
す
る
。
そ
れ
は
、

「
肯
定
的
批
判
」
を
も
っ
て
確
認
す
る
、
純

粋
統
覚
を
中
極
と
す
る
「
先
験
的
認
識
論
〈
即
〉
先
験
的
形
而
上
学
し
と
し
て
の
「
批
判
の
中
道
」

の
「
即
」
構
造
に
あ
る
。

思
う
に
、

わ
れ
わ
れ
は
か
か
る
精
密
に
し
て
深
遠
な
る
哲
学
を
な
す
唯
識
論
に
対
し
て
、

西
洋
近
代
哲
学
の
精
華
で
あ
り
偉
大
な
る

批
判
哲
学
か
ら
、
公
明
正
大
な
る
批
判
を
試
み
る
こ
と
も
意
義
深
い
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
唯
識
・
中
道
に
お
い
て
も
「
否
定
批

判
と
肯
定
批
判
」
な
く
し
て
は
、
そ
の
中
道
性
を
失
い
、

「
即
」
構
造
を
不
可
能
に
す
る
も
の
と
し
て
、
唯
識
・
中
道
の
根
底
に
は
、

批
判

の
存
在
す
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
。

し
か
し
そ
の
「
批
判
の
学
問
性
」

(
批
判
の
立
場
・
方
法
・
原
理
)
に
つ
い
て
は
、
未

だ
明
確
で
は
な
い
点
で
、
唯
識
論
と
「
唯
識
・
中
道
」

に
対
す
る
、
批
判
哲
学
に
お
け
る
「
批
判
の
中
道
」
と
の
対
比
は
甚
だ
重
要
で

あ
る
。
批
判
は
両
者
に
と
っ
て
、

よ
り
深
奥
な
る
学
理
へ
と
導
く
方
途
で
も
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
こ
に
「
批
判
の
中
道
」

の
解

明
を
通
じ
て
、
両
者
の
対
論
を
試
み
た
い
。
既
に
第
六
章
で
は
、

批
判

の
本
質
構
造
を
純
粋
統
覚
の
根
源
に
基
づ
い
て
論
究
し
た

カミ

こ
こ
で
は
批
判
の
「
中
道
」

に
焦
点
を
お
い
て
論
究
す
る
。

(「

ω批
判
の
中
道
」
に
つ
い
て
は
次
号
で
論
ず
る
。
)
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可
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成
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E
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正
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学
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究
(
下
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第
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部
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中
道
篇
、
第
一
章
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一
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三
性
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無
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臼
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浬
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帥
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安
心
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金
子
大
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編
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第
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部
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章
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「
無
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匂
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W
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部
、
第
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文
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第
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部
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